お願いとご注意 

一重要なお知百せ一 


SoftBank 201 F 


お買い上げ品の巧認 


このたびは、 「SortBank 201 F」 をお買い上げいただき、 
まことにありびとラございます。 


■201 F 本体 ■電池パック ( FMBAB 1) 



■卓上ホルダー 
( FMEAA 1) 



■クイックスタート 



■ AC アダフタ （ FMCAB 1) 



※お買い上げ時には、本機に 
取 D 巧けられています。 


■お願いとごを意（本書) 

■本体な罰書 

■ AC アダプタ保証書 


本書では microSDHC メモ U カードおよび microSDXC メ 
モ U 力ード （microSD メモ U 力ードを含む）を. L ソ降に D 
カード」と記載いたします。 

その他のオプション品につをましては、お問い合わせ巧 
(一 P.52) までご連絡ください。 


















マナーとルールを守 0 安をにほ用しま 
しぶラ 


本機を使用する場合は、周囲の方の迷惑にならないよラに 
ま意しましよラ。 

また、お読みになったあとは本書を大切に保管してくださ 
い。 


[乙んな®いかたはやめましよ5 ] 

本機をご利用になるときに、誤った使いかたをすると、け 
びや故障の原因となります。 


分解•改造 

か叫 分解や改造をしないでください。 


水;霊れ 

杉 !手や本機び濡れているげ態でキャップ類の 
み1、開閉はしないでください。 


，こか部接続端子の接勘禁止 

が防 :外部接続端テに金属などを独れさせないよ 
り’\ うにしてください。 


こ指定品 L ソがの使用 

本磯に使用する機器は、当社の指定品！;(外の 
^/f ものは使巧しないでください。 


加熱の禁止 

電モレンジなどの加熱調理機器や高圧容器 
に本職や電池バックを入れて加熱しないで 
ください。 



















達転中 

自動車運乾中のご使用は危険なため、法律で 
禁止されてレます。車を安全なところに停車 
させてからご使用 < ださい。 


L このよラなとまは化ず電源を切日ましよラ I 

■ 航空機内 

航空機内での使用は罰せ6れることびあります。機内で本 
機び使用でをる場合は、航空会社の柔務員の指示に従い適 
切にご使用ください。 

■ 病院内 

病院など医療機関び個々に使用禁止、持ち込み禁止などの 
場所を定めている攝をは、その医療概関の指示に従いま 
しよラ。 

■ 満員電車など 

植込み型む臓ペースメーカおよび植込み型除細動器を装着 
した方び近くにいる可能性びあります。植込み型む臓ペー 
スメーカおよび植込み型除細動器に悪影響を与える恐れび 
ありますので、本機の電源をお切り<ださい。 

■ 映画館-劇場-美術館など公共の場所 

静かにすべさ公共の場所で本機を使用すると、周囲のちへ 

の迷惑になります。 


L マナ-を巧るための话利な機能 J 

マナーモード 

電話びかかってをたり、ボタン操作をしてち、本機から音 
び出ないよラにします。 

簡易留守録 

電話に出ることびでさないとを、相手の方の伝言を録音で 
さます。 

留守番電話 サービス 

圏が時や電話に出6れないとを、留守番電話センターで伝 
言をお預かりします。 







安を上のごミ主意 


• ご使用の巧に、この r 安全上のご注意」をよくお読みのラえ、正し 
くお使いください。また、お読みになつたあとは大切に保管してく 
ださい。 

• ここに示したミち意事項は，お使いになる人や、他の人への危害，財 
産への損害を未然に防ぐたゆの内容を記載していますので、必ずお 
守〇< ださい。 

•本機の故障、誤動作または不具合などにより、通話などの磯さを逸 
したために、お客様、または第兰ちび受け6れた損害につをまして 
は、当社は責任を負いかねますのであ6かじめご了承ください。 


表示の説明 


次の表示の区分は、表示巧客を守旦ず、誤った使用をした場合に生じる 
を害や損害の程度を説明しています。内容をよく理南したうえで本夕を 
お読み < ださい。 


A をお 

この表示は、取りのいを誤った場合、 r 死 t また 
は重傷*^ 1 を負うち険ぴ切迫して生じることび想 
定される」内容です。 

么警告 

この表示は、取 D 巧いを誤った場合、 r 死亡また 
は重傷*1を負ラ巧能性び想定される」内容です。 

A 注意 

この表示は、取り巧いを誤った場合、「軽傷がを 
負う可能性び想定さ n る場合および物的損害《己 
のみの発生び想定さ〇る」内容です。 


&1重傷とは失日月、けび、やけど（高ミ届•ほ温)、感星、骨巧、中毒な 
どで後遺症び残るをのおよびミ台療に入院-長期の通院を要するを 
のをいラ。 

※吕軽傷とは、ミ台療に入院や長期の通院を要さないけび、やけど、感 
畢などをいラ。 

&3物的損害とは、 家屋. 家財および家畜-ぺット等にかかわる拡大損 
害を指す。 










お表示の説明 


巧の絵表示の区分は、お守0いただ<巧容を説明しています。内容をよ 
く理阐したラえで本文をお読み < ださい。 


0 

禁止 

禁止（しではいけないこと）を示します。 

分巧禁止 

分瞬しではいけないことを示します。 

ホ:漂れ禁止 

水びかかる場所で使用したり、水に濡らしたりしては 
いけないことを示します。 

濡れ手禁止 

濡れた手で巧ってはいけないことを示します。 

〇 

指示 

指示に基づく巧為の強制（がず実行していただくこ 
と）をあします。 

€ 

電源プラグ 
を巧< 

涅源プラグをコンセントか!5巧いていただくことを示 
します。 
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本お、電あバック、 USIM 力ード、 AC アダプタ、 
卓上ホルダー、 SD 力ード【試な品）の巧 D 巧い 
にごいて（共ほ） 


A 面を 


〇 

指示 



分餐窝止 


水活れ禁止 


0 

禁止 

0 

禁止 


本機に使用ずる軍巧バック- AC アダプタ-卓上ホルダー 
は、ソフトパンクび指定したものを巧巧してください。 

指定品しソかのちのを使用した場合は、 空 池パックの漏液- 
発熱•破裂-発义や、 AC アダプタの発熱-発火-故障な 
どの原因となります。 


分解•巧造- A ンダ付けなどお客様による修理をしない 
で < ださい。 

火が • けび • 感星 などの事故または巧障の原因となります。 
また、 里 巧バックの漏お•発熱-破裂-発火などの原因と 
なります。本機の改造は涅波法違反となり、罰則の対象と 
なります。 


濡 5さないでください。 

水やぺットの尿などの液体び入ったときに、濡打たままな 
置したり、患れた里池バックを充里すると、発熱•感蛋•乂 
が•けび•巧障などの原因とな D ます。使用場巧、取り巧 
いにご注意ください。 


高温になる場所（义のそば、暖房器具のそば、直が日巧 
の当たる場所、巧天下のま巧など）で巧電•使用•放置 
しないでぐださい。また、暖かし、場所や熟のこち0やず 
い場巧（こたつや電気毛巧の中、携帯カイ□のそばのポ 
ケット巧など）においてを同様のを孩びありますので、 
巧電•放置•使用*携帯しないでください。 

磯器の変お-故障や 里 池バックの漏お•発熱•発乂•破裂 
の原因とな D ます。また、ケースの一部び熱くなり、やけ 
どなどの原因となることびあ0ます。 


本撤〔電池バックを取り付けたり、 AC アダプタを接続す 
る際、うまく取り付けや接続びできないときは、無理に行 
わなし1で < ださし、。 

電ミ也バックや输子の向きを巧かめてから、取り付けや接 
続を行ってください。 

查池パックを漏液•発熱-破裂-発火ごせるなどの原因と 
なります。 











A 含き 



本巧-電池パック. AC アダプタ-卓上ホルダーを、加熟 
調理機器（電子レンジなど）-高圧容器（圧力董など）の 
中に入れたり、電磁調理器 （ IH 調巧お）の上に置いたり 
しなし VC ぐださし、。 

涅池パックの漏液•発熱•破裂-発火や.本機-巧星器の 
発熱•発煙•発火-故障などの原因となります。 


〇 プ□バンガス、ガソリンなどの引义性ガスやが塵の黄生 
ずる場所（ガソリンスタンドなど）では、おず事前に本 
_ おの電源をお切り <ださい。また、巧電をしないで<だ 

指。さい。 

ガスに弓 I 义する恐れびあります。ガソ U ンスタンド構巧な 
どで NFC / おサイフケータイち3応損帯 里 話をご利用にな 
る際は、里源を切った状態で使用してください。 （ NFC / 
おサイフケータイ□ックを設定されている場合は、□ック 
を巧除した上で里源をお切りください。） 


落としたり、巧げたりして、強い衝奠を与えないでくだ 
さい。 

涅おバックの扁液•発熱•破裂-発火や火災•感蛋•巧障 
St などの原因となります。 


〇 使用中、充電中、巧管時に、異音•発煙-異臭など、今 
までと異なることに気づいたときは、々の作業を巧って 
<ださい。 

ちの 1. コンセントか6 AC アダプタを持ってフラグを巧いてく 
ださい。 

2. 本機の空源を切ってください。 

3. やけどやけびに注意して、星池バックを取 D かしてく 
ださい。 

異常な巧態のまま使用すると、火災や感置などの原因とな 
D ます。 


iCN 卓上ホルダー用巧電端子•か部接続端子•イヤホン端子 

1\1 に水やぺットの尿などのおな:や導電性異物（鉛筆のなや 

金属片、金属装のネックレス、ヘアピンなど）び曲れな 
g と いようにしてください。また巧部に入れないようにして 

ください。 

ショートによる火災やな障などの原因となります。 


A を意 



ぐ5ついた台の上や傾いた巧など、不受定な場所に置か 
なし1で < ださい。 

落下して、けびや故障などの原因とな D ます。バイプレー 
シ ヨン （振動）設定中や巧星中は、特にごま意くだごい。 


〇 

指示 


乳巧巧の手の届かない場所や、ぺットび猫れない場所に 
巧管してください。 

誤って飲み込んだり、けびなどの原因となります。 













〇 子供び使用ずる場をは、巧畫者び取り巧い方法を教えて 
くだをい。使用中においてを、指示どお日に桂用してい 
_ るかをごま意ください。 

ちの けびなどの原因とな0ます。 


更おバックの巧り巧いについて 


A 盾な 


星池バックのラベルに記載されている表示によ0、里池の種類を坦認し 
た上で、ご利用•処分をして<ださい。 


表示 

電ミせの種類 

Li-ion 00 

U チウムイオン里池 



义の中に巧下しないでぐださい。 

涅池バックを漏液-破裂-発火させるなどの原因とな D ま 
す。 


なを刺した D 、 A ンマーでたたいたり、超みつけた D 、 
1\} 強い衝聖を与えないで < ださい。 

星池バックを漏液発熱•破裝 • 発义さはるなどの原因とな 
禁止 りまず。 

電ミ也バックの箭子に、針金などの金属巧を接趙させない 
|\) でください。また、導電性異物（鉛筆のなや金属片、金 

V-X 属聲のネックレス、ヘアピンなど）と一箱に電ホバック 

を持ち運んだり巧管したりしないでください。 

里池バックを漏液•発熱-破裂-発乂させるなどの原因と 
なります。 

〇 

指示 

電あ"ック巧部の液び眼の中に入つたときは、こず5ず、 
ずぐにをれいな水で巧い流し、ただちに医師の診察を受 
けて < ださし、。 

失明などの原因とな D ます。 

1 AS ち 1 

〇 

指示 

電ミ也ルック内部の巧び巧虐やな服に巧着した場合は、た 
だちに本おの使用をやめ、をれいな水で洗い流して<だ 
さい。 

巧属に傷害を起こすなどの原因とな D ます。 

〇 

指示 

所定の巧電時間を超えてを巧電び完了しない場合は、巧 
電を中止してください。 

里池バックを漏あ発熱•破裝 • 発火ごだるなどの原因とな 
D ます。 


















o 

指示 

電ミ也バックの使用中.巧電中.保管時に、異臭.発新. 
変を-変おなど、さまでと異なることに気づいたときは、 
やけどやけびにを意して電おパックを取 D 列し、さ 6 に 
义気か 6 違ざけてください。 

異常な状態のまま使用すると、里池バックを漏液-発熱 • 
破裂-発义させるなどの原因となります。 

o 

指示 

ペットび電池パックに晒みつかないようごを意ください。 
また、ぺットび陋みついた軍巧バックは使用しないでく 
ださい。 

里池パックの漏液.発巧•破裂.発火や機器の故障.火災 
の原因となります。 

1 A ま意 1 

/-N 不要になった軍巧バックは、一般のゴミと一経に捨てな 

|\1 し、でください。 

、■> 端テにテープなどをおり、個別回収に出すか、最寄りの 

察止 「ソフトバンクシ ョッスへ お持ちください。空あを分別 

している市町村では、その規則に巧って処理して<ださ 
い。 

1本機の取0巧いについて 1 


1 AS 宙 i 

自動車、バイク、自居まなどの柔り巧の運居中には使巧 
1 X 1 しないでください。 

V-X 交通事故の原因となります。乗り物を運おしなびら携帯電 

話を使用することは、法律で禁止されており、罰則の巧ま 
とな 0 ます。運起害び使用する場合は、駐停車び禁止され 
ていないま全な場所に止めてからご使用ください。 

〇 

指示 

高精度な制卸や巧現な信号を巧り巧ラ電子構おの近くで 
は、本おの電源を切つてください。 

空子機器び誤動作するなどの影響を与える場合びあ D ます。 
&ごを意いただをたい星モ機器の例 
補聴器’植込み型むおペースメーカ-植込み型除細動 
器-その他の医用電気機器-义が報知器-自動ドア- 
その他の自動制御機器など 

〇 

指示 

本搪の電波により運航の安をに安障をきたず恐れびある 
ため、航空機巧では電源をお切りください。 

磯巧で携帯蛋話び使用でをる場合は、航空会社の指示に従 
し 1 適切にご使用ください。 

〇 

指示 

む瞄の弱い方は、着信時のバイプレーシヨン（振動）や 
着信音量の設定にま意してくだをい。 

む照に影響を与える恐れびあります。 
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〇 屋がで使用中に雷び鳴 0 だした6、ただちに電源を切つ 
て屋内などのままな場所に移動してぐださい。 

落雷や感涅の原因とな0ます。 

指示 


0 

禁止 

Q 

祭止 


ホ列綜ポートを目に向けて送信しないでください。 
目に影響をちえる可能性びあ0ます。 


フラッシュライトの免巧部を人の目に近づけて点巧発光さ 
せないでくだをい。また、フラッシュライト点打時は窝光 
部を直視しないよラにしてください。同樣にフラッシュラ 
イトを化の人の目に向けて点打させないでください。 

ネ見力低下などの傷害を起こす原因とな0ます。特に孔幼巧 
に対してち近距離で撮影しないで<ださい。また、目び< 
らんだ D . 蔭いた0してけびなどの事故の原因とな0ます。 


A を意 


0 

禁止 

〇 

指示 


車両電子機器にを望を与える場台は使巧しないでください。 
本機を自動車巧で使用すると、車種によ0まれに車両呈子 
機器に影響をちえ、ま全走巧を損なラ恐れびあります。 


本機の桂用により、な虐に異常び生じた場さは、ただち 
に使用をやめて医師のを察を夏けてぐださい。 

本機では材料として金属などを使用しています。お客様の 
体質やが調によっては、かゆみ-かぶれ-湿孩などび生じ 
ることびあ D ます（使用巧料— P .49)。 


Q 

禁止 

0 

禁止 

〇 

指示 


0 

禁止 

〇 

指示 


本機に磁気カードなどを近づけないでください。 
キャッシュカード-クレジ，ツトカード-テレホンカード- 
フ□ツビーディスクなどの磁気データび消えて しまラ こ 
とびおります。 


ストラップなどを持って本おをふり回さないでくださし、。 

本人や周囲の人に当たった D 、 ストラッフび切れたりし 
て、けびなどの事なや故障および破損の原因とな0ます。 


本おを長時固ご桂用になる場さ、特に富活お境では熟く 
なることびあ D ますので、ごを意ください。 

長時間肌にふれたまま使用していると、ほ温やけどになる 
恐れびあ D ます。 


着信音び鳴つているとをや、本機でメ□テイを再生してい 
るとをなどは、スピーカーに耳を近づけないで<ださい。 

難聴になる可能性びあ D ます。 


ワンセグを巧屈ずるとをは、十分明るい場所で、面面か 
6ある程度の距謎を空けてご使用ください。 

視力ほ下につなびる巧旨封ホがあ0ます。 
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〇 

指示 

イヤホンを使用ずるときは音量に気をつけてください。 

長時間使用して難聴になった0、巧然大きな音び出て耳を 
いためた D する原因となります。 

〇 

指示 

FM トランスミッタは曰本国巧でご使用ください。 FM 卜 
ランスミッタお能は、曰本国巧では無綜屆のを許を要し 
ないお!弱電巧を使用していまず。 ミ 毎巧でご使用になると 
罰せられることびあ 0 まず。 

1 卓上ホルダー、 AC アダプタの巧 0 巧いについて 1 


1 AS 宙 i 

巧電中は、巧や巧団でおおったり、包んだりしないでく 
|\)ださい。 

熱びこちって火災やな障などの原因となります。 

Q 

察止 

指定むがの軍源*電圧で使巧しないでください。 

指定むかの 星 源 • 空圧で使用すると、火がや故障などの原 
因とな0ます。 


AC アダプタ： AC100V 〜 240V (家庭用交流 AC コンセン 
卜き用） 


また、海か旅行用として、市版されている「変圧器」は使 
用しないでください。义災感 星’ 故障の原因となります。 

€ 

ち お プラグ 
を巧く 

長時間枉巧しない場合は、 AC アダプタを持ってプラグを 
コンセントから巧いてください。 

感星•火が-故障の原因とな0ます。 

€ 

ち®プラグ 
を巧く 

万一、水やペットの尿などの巧体び入った場をは、ただ 
ちに AC アダプタを持ってコンセントか 6 プラグを巧いて 
ください。 

感蛋•発煙-火災の原因とな0ます。 

〇 

指示 

プラグにほこりびついたときは、 AC アダプタを持ってプ 
ラグをコンセントか 6 巧き、乾いた巧などでふを取って 
ください。 

火災の原因とな0ます。 

〇 

指示 

AC アダプタをコンセントに是し込むときは、卓上ホル 
ダーの端モおよび AC アダプタのプラグや端子に導電性異 
巧（銘筆のちや金属片、金属裝のネックレス、ヘアピン 
など）び曲れないようにミち意して、度実に室し込んでく 
ださい。 

感星•ショート-火災などの原因とな D ます。 


リ 














® 濡れた手で AC アダプタのプラグを巧を差ししないでくだ 

. ^臟どの阻なります。 



留び鳴り出した6 、 AC アダプタには曲れないでくださ 
い。 

感星などの原因とな0ます。 


A 注意 


€ 

里巧プラグ 
巧巧く 


お手入れの際は、コンセントか6必ず AC アダプタを持つ 
てプラグを巧いて<ださい。 

感星などの原因とな0ます。 


O AC アダプタをコンセントから巧くときは、 USB ケープル 
を引っお6ず、 AC アダプタを持ってプラグを巧いてくだ 
さい。 

巧で USB ケープルを弓 I っ張ると USB ケ ー：? ルび傷つき、感里 

や火巧などの原因とな0ます。 



AC アダプタをコンセントに疫病しているとをは、弓Iっ掛 
けるなど強い衝撃を与えないでください。 

けびや故障の原因とな0ます。 


巧軍中は卓上ホルダーの巧軍端テに長時間独れないで< 
ださい。 

低温やけどになる恐れびあります。 


巧軍端子に；や指などき巧の一部び曲れないようにして 
1\1ください。 

感里•傷害’巧障の原因となります。 
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1 居用更寅おお巧 < での巧 0 巧いについて 1 


1 AS 宙 1 

〇 

指示 

植込み型む腹べースメーカおよび植込み型除細動おを装 
着されている場さは、ペースメーカ等の装着部位から 
22 cmlil 上離して携行および®用して < ださい。 

里波によ D お込み型む瞬ペースメーカおよ口植込み型除 
細動器の作動に影響を与元る場合びあ D ます。 

〇 

指示 

自宅療養など医療括!関の巧•で、植込み型屯、おベースメー 
力および植込み型除巧動器けがの医巧軍気巧器を巧用さ 
れる場合には、電波による影营について個別に医用電気 
構器メーカなどに確認してください。 

里波によ D 医用里気機器の作動に影誓を与える場合びあ 
0ます。 

〇 

指示 

医療お関などでは、 1 U 下を守ってください。本樓の電波 
により医巧電気機器に影普を恩ぼす恐れびち0まず。 

• 手術室’集やを療室(に U ) ’冠状動抓疾患監視病室に CU ) 
には、本機を持ち込まないでください。 

. 病棟巧では、本機の畢源を切ってください。 

-□ビーなど、携帯至話の使用を許可された場所であって 
を、近くに医用電気機器びあるとをは本機の涅源を切っ 
て < ださい。 

• を療機関び個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定 
めている場合は.その医療機関の指示にがってください。 

〇 

指示 

滿員電まなどの混巧した場所にいるとをは、本おの電お 
を切ってぐださい。 

付近に植込み型む麻ペースメーカおよび植込み型除細動 
器を装着されている方びいる可能性びあります。里波によ 
D 、 植込み型む脑ペースメーカおよび個込み型除細動器び 
誤動作するなどの影誓を与るる場合びあります。 
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お願いとごミ主意 


お巧日巧いについて 

■ 本機*電池パック- USIM カード* AC アダプタにつ 
いて（共通） 

•本機の两水性能 （ IPX 己、 IPX 8 巧当）、防塵性能 （ IP 5 X ) を発揮す 
るために、里池カバー•か部接続端子キサップをしっかりと取り付 
けた状態でご使用ください。 

ただし、すべてのご使用状況につして保証するものではありません。 
本機巧がに浸水させたり、里池バック-卓上ホルダー- AC アダプ 
夕-オプション品に水をかけたりしないでください。付属品-オプ 
ション品は防水性旨旨を有してお0ません。雨の中や水滴びついたま 
までの里池くックの取0巧け/取りかし、か部接続端子キヤップ- 
覃池力 f —の開閉は斤わないでください。水び浸入してのがび腐食 
する原因とな0ます。 

調査の結果、これらの水惠むによる故障と判明した場合、保亞対象 
ことなります。 

• 無理な力びかかるとディスプレイや巧部の基板などび破損し故障の 
原因とな0ますので、ズボンやスカートのポケットに入れたまま 
座ったり、カバンなどの中で重いちのの下になったりしないよラに 
してください。か部に損傷びなくてち保証の巧まがとな0ます。 

• 本機のディスプレイは強化ガラスを使用しておりますび、無理な力 
や強い衝擊を与えたりすると割れる恐れびあります。万ーディスプ 
レイび欠けたり割むた0したとをは、使用を中止し破損部に的れな 
いで < ださい。 

• 極端な高温-低温-み湿の場所では使用しないで<ださい。（周囲ミ届 
度己で〜3己で、湿度3已％〜800々の節囲内でご使用ください。） 

- AC アダプタ 

-充覃 microUSB 変換アダプタ（オプション品） 

• 極端な高温-低温.み湿の場所では使用しないでください。（周囲ミ届 
度己で〜3己で、湿度3已％〜90%の節囲内でご使用くださし、。ただ 
し、36で〜40でであれば一時的な使用は可能です。） 

-本機 

-星池パック. USIM 力ード（本体装着状態） 

•ほこ D や振動のをい場所では使用しないで < ださい。 

• 充呈端テをとをどを乾いた綿棒などで掃除してください。巧むてい 
ると接轴不良の原因となることびあります。また、このとを強し、力 
を加えて充覃端子を変形さはないで<ださい。 

• 巧れた場さは柔らかい巧で乾巧をしてください。ベンジン-シン 
ナー-アルコール.洗剤などを用いるとか装や义宇び変質する恐れ 
びあ D ますので使用しないで<ださい。 

•家庭用星化製品（テレビ、スピーカーなど）をお使いになっている 
近くで使用すると、影誓を与える場合びありますので、離れてご使 
巧 < ださい。 

•通話中、アプ U ケーション使用中およぴ充里中など、ご使用状況に 
よつては本機び温か <なることびありますび異常ではあ0ません。 
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• 指紋センサーに強い衝撃をちえた0、表面に傷をつけたりしないで 
ください。指紋センサーの巧障の原因となるだけでなく、認围操作 
びでさな < なる場合びあ D ます。 

• 指紋センサーをペン先など銳利なちのでつついたりしないでくださ 
し、。巧障の原因になることびあります。 

• 指紋センサー表面や操作する指先に水滴や巧れび付着した場合は誤 
作動の原因となります。柔らかい布で水滴-巧れを取 D 除いてご使 
巧 < ださし)。 

また、 7 j < 分によ0指先びふやけた場合でを、誤作動の原因となる場 
合びあ0ます。 

•逗池バックを取り列すとさは、本機の星源を切ってください。蛋源 
を切!5ずに里池バックを取すと、巧をされたデータび変化•消 
失する恐れびあ0ます。 

• 本体に里池バックを取り付ける際は、お状を確認し正しい向をで 
行ってください。誤って取り付けると、破損•故障の原因となります。 

• 本機に AC アダプタを接続する際は、コネクターの形状を届詔し正し 
い向きで斤ってください。誤って接続すると、破損•故障の原因と 
なります。 

• おデ様びご使用になる場合は、を険な状態にならないよラに巧畫を 
の方び取り扱いの内容を教えてください。また、使用中においてち、 
指示通りに使用しているかをごま意<ださい。けびなどの原因とな 
0ます。 


■本機について 

•本体（里巧パックを取 D 列した背面）に貼ってある聲造番号の印刷 
されたシールは、はびさないで < ださい。 

• 本機は、里波法に基づく特定巧綜設備の}支術基幸適合亞巧などを受 
けてお0、なの操作で r 技適マークを」を確認でをます。 

ホーム画面で「本体設定」一「端末情報」— r 技術基準適合 
証脚 

• 里池カバーを取り列すと、アンテナがに防水とアンテナの性能を維 
持するためのシートび化り付けられています。シートを傷つけたり 
はびしたりしないで < ださい。 

• 本機に登録された連経先-メール-プックマークなどの内容は、事 
故や故障-修理、その他取り扱いによって変化-消'失する場合びあ 
ります。大切な内容は必ず控えをお取りください。万一内容び変化- 
消失した場合の損害および逸失巧なにつさましては、当社では一切 
の責任は負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

• 本機に保ちされたメールやダウン□ードしたデータ（有料-無料は 
問わない）などは、機種変更-故障修理などによる損帯里話の交換 
の際に引を継ぐことはでをませんので、あらかじめご了承<ださい。 

• 本機で使用しているディスプレイは、非常に高度な巧術で作られて 
いますび、一部に点巧しないドット（点）や常時点なするドット（点） 
び存在することびあ0ます。これらは故障ではあ D まはんので、あ 
らかじめご了承 < ださい。 

参強く巧す-たたくなど、巧意に強い衝擊をディスプレイにちえない 
で<ださい。傷や破損の原因とな0ます。 
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参ボタンやディスプレイの表面に m や鮮利な物、硬い物などを強く巧 
し付けないでください。傷の発生や破損の原因となります。 

タッチパネルは指で軽く班れるよラに設計さむています。指で強く 
押したり、先のとびったをの （m • ボールペン-ビンなど）を巧し 
付けたりしないでください。 

しソ下の場合はタッチパネルに的れてを動作しないことびあ D ます。 
また、誤動作の原因とな0ますのでごを意<ださい。 

-手袋をしたままでの操作 
- m の先での操作 

-異物を操作面に乗はたままでの操作 
-巧裏シートやシールなどをおっての操作 
-ディスプレイに水滴び付着または結露している状態での操作 
-濡れた指または汗で湿った指での操作 
• 水中での操作 

• 公其の場所でご使用いただく際には、周りの方の迷惑にならないよ 
ラにごを意ください。 

参静止画撮影画面を長時間連続して表示し続けた場合や、動画撮影を 
繰り返し連続動作さだた場合、アプリケーシヨンを長時間使用した 
場合は、本機の一部び温かくなり、長時間班れているとあ温やけど 
の原因となる場合びあ0ますのでごま意ください。 

参操作方法や使用環境によっては、本機の溫度び高<なることびあ0 
ます。その際には安全のため、充里び停止されたり、画面の明るさ 
び調雷される場合びあ0ます。 

また、本機のミ届度び高い状態び続くときは、警告画面び表示され、本 
機の星源び切れる場合びあ0ます。 

• カメラ使用時には、本機の温度び高い状態のまま使用し続けると、警 
告画面び表示さむ自動終了する場合びあ0ます。 

• ご使用中に極端に熱<なる場合は、ただちに使用を中止して<ださ 

し、。 

参長時間同じ画像を表おさだているとディスプレイに残像び発生する 
ことびあ0ますび巧障ではありまはん。残像発生防止と消費涅力節 
約のため、照明時間の設定を短い時間にすることをおすすめします。 
• ディスプレイをふくとをは柔らかい巧で乾巧をしてください。濡5 
した巧やガラスクリーナーなどを使ラと故障の原因となります。 

• RGB センサーを指でふさいだ0、 RGB センサーの上にシールなどを 
貼ると、固囲の巧暗に RG 目センサーびた応できずに、正しく動作し 
ない場合びあ0ますのでごを意< ださい。 

参近接センサーの上にシールなどを貼ると、センサーび誤動作し着信 
中や通話中にディスプレイの表示び常に消又、操作び巧そな<なる 
ことびあ0ますのでごま意ください。 

• 通話中に髪のちの上から受話□を当てている場合、近接センサーび 
正常に動作しなくな0、誤って画面におれてしまい通話び遮断され 
る場合びあ0ます。 

参温度-湿度センサーを手などでおおラと、正しく測定されない場合 
びありますのでごを意ください。 

参內蔵アンテナ付おを指や金属物などでおれた0おおったりすると里 
波感度び弱まることびあ0ます。 
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• か部接続端モキャップは、容易にはがれない構造になっていますび、 
強<引っ張るなどの過度の力び加わった場合は破損を防止するため 
がれる仕組みとなっています。万一、列部接続端子キャップびかれ 
た場合は、取0付けてください。 

• 寒い屋列か5急に暖かい室内に移動した場合には、本機巧部に水滴 
びつ<ことびあ0ます（結露といいます)。また、エアコンののを出 
し□などに置くと、急激な温度変化により結露する場合びあります。 
結露び発生するとな障の原因になりますのでごを意ください。 

• SD 力ー ドを巧全に正しくご使用していただくために、使用される前 
に SD カードの取の説明書をよくお読みにな D 十分に理解してくだ 
さい。 

• 受話音声をお聞さになるとをは、受話□び耳の中央に当たるよラに 
してお使い< ださい。受話 □ (音声巧）び写周囲にふさびれて音声 
び聞走ヴ5くなる場合びあ0ます。 

• 本機は不正改造を防止するために容易に分辑でさない構造になって 
います。また、改造することは涅波法で禁止されています。 

• 磁石やスピーカー、テレビなど磁力を有する機器におづけると故障 
の原因となる場合びありますのでごを意ください。 

■タッチ A’ ネルについて 

• ポケットやカバンなどに入れて持ち運ぶ際は、画面□ックの状態で 
収納してください。画面□ックを解除したまま収納すると誤動作の 
可能性びあ0ます。 

• タッチ操作は指で巧ってください。ボールペンや鉛筆など先び鈴い 
をので操作しないでください。正しく動作しないだけでなく、ディ 
スプレイへの傷の発生や、破損の原因になる場合びあります。 

• タッチバネルにシールやシート類（市販の保裏フィルムや號を見防 
止シートなど）を貼らないでください。タッチパネルび正しく動作 
しない原因となる場合びあ0ます。 

• m 巧でタッチ操作をしないでください。 m び割むたり、けびの原因 
となる場合びあ0ます。 

■電池 パックについて 

• 夏期、巧めきった車内に巧置するなど極端な高温やほ温環境では、星 
池パックの容量び巧下し、ご使用でをる時間び短くなります。また、 
呈池寿命ち短< な0ます。でさるだけ常ミ届でご使用 < ださい。 

• 長期間ご使用にならない場合には、本かか6取して高温を湿を 
超けて保管してください。 

• 覃池パックはご使用を件によ0、寿命び近づ<につれて原むる場合 
びあ D ます。これは U チウムイオン里池の巧性であ0、安全上の問 
題はあ D まはん。 

• 不要な星池バックは一般のゴ吉と一緒に捨てないで<ださい。環境 
保養と資源の有効利用をはかるたゆ、寿命となった覃ミ也バックの回 
収にご協力ください。ソフトバンク ショップ などで使用巧み里池 
パックの回収を行っております。 

• 巧ゆてお使いのとをや、長時間ご使用にな5なかったとをは、ご使 
用前に巧星してください。 

• 星池パックを取りがすとをは、必ず取りかし用ツメを利用して持ち 
上げてください。取り列し用ツメし U 列から持ち上げようとすると、コ 
ネクターを 破損する恐れびあります。 
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• おがらせ LED び赤色に点滅したときは、涅おバックの取 D 付け、接 
続などび正しいかご®認<ださい。 

参長時間巧里び完了しない場合は充里エラーにな D, お知らせ LED び 
消巧します。巧涅器か6取りかして、巧里し直してください。 

参里池巧量びかなくなると、害告メッセージび表示され、しばらくす 
ると至源び切れます。星お切れの状態で充星を開始した場合、涅源 
を入れてをすぐに起動しないことびあります。その場合は、本機の 
里源を切ったまま巧里し、しば6くしてか6里源を入れてください。 

■ AC アダプタ （FMCAB1) について 

• AC アダフタには、化ず付属の US 日ケープルをご使用ください。 

• ご使用にな6ないとさは、 AC アダプタのプラグをコンセントか6巧 
いてください。 

• USB ケープルを取 D が•すときは、プラグを持ってまっすぐ引を巧い 
てください。巧理に引を巧こラとすると、巧障や破損の原因となり 
ますのでごま意 < ださい。 

• AC アダフタの USB ケープルをアブプタ本体や卓上ホルダーに巻を 
つけないで< ださい。感電、発熱、义災の原因とな0ます。 

• AC アダフタのプラグや USB ケープルの接続部を巧理に巧げた0し 
ないでください。感畢、発熱、义がの原因となります。 

• AC アダフタ本体の逗源プラグ部分び列れた場合は図の 
よラに取日付けてください。 

• AC アダフタの USB ケープルでのデータ通信について 
は保西してお D ませんので，あらかじめご了承くださ 
い。 

• AC アダフタは、匡ので使用して<ださい。 



■ カメラについて 

• カメラ機能をご使用の際は、一お的なモラルをお守りのラえご使用 
<ださい。 

• カメラのレンスに直射日光び当たる巧態で巧置しないでください。 
素子の退色-焼付けを起こすことびあります。 

• 本機の故障-修理-その他の取り巧いによって、撮影した画像デー 
夕び変化または消失することびあり、この場合、当社は変化または 
消失したデータの修復や、データの変化または消失によって生じた 
損害、逸失巧なについて一切の責任を負いません。 

•大切な撮影（結婚式など）をするとさは、試し撮 D をし、画像を再 
をして正しく撮影されていることをご涯認ください。 

• 化人の容貌などをみだりに撮影-公表することは、その人の肖塚推 
などの侵害となる恐れびありますのでごま意ください。 

• 販売されている書属や、撮影の許可されていない情報の記録には使 
用しないで < ださい。 
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■著作権について 

•音を•映像-コンピュータ-プ□グラム.データベースなどは善作 
権法により' その善作物および善作権ちの権利び保畫さ n ています。 
こラした善作物を複製することは、個人的にまたは家庭ので使用す 
る目的でのみ巧ラことびでさます。上記の目的を超えて、巧利ちの 
了解なくこれを複製（データお式の変換を含む）-改変-複製物の譲 
渡.ネットワーク上での配信などを行ラと、「善作権侵害」「善作ち 
人ち権侵害」として損害賠償の請ホや刑事処罰を受けることびあり 
ます。本機を使用して複製などをなされる場合には、著作権法を遵 
守のラえ、適切なご使用をむびけていただきますよラ、お願いいた 
します。また、カメラ機能を使用して記録したちのにつさましてを、 
上記と同様の適切なご使用をむびけていただをますよラ、お願いい 
たします。 

♦本機に搭載のソフトウェアは善作物であ0、著作権、善作ち人格権 
などをはじめとする善作ち等の権和び含まれてお0、こ: n らの権利 
は善作権法により保護されています。ソフトウェアの全部または一 
部を複製、修正あるいは巧変したり、八ードウェアか5分離したり、 
逆アセンプル、逆コンバイル、 U バースエンジニア U ング等は斤わ 
ないでください。第兰ちにこのよラな行為をさはることを同様です。 

• 菁作権法で別段の定めびある場合を除を、善作権の目的となってい 
る画像を鼠をすることはでをません。 

• カメラを使用して撮影した画像は、個人としてをしむ場合などを除 
を、善作権ち（撮影ち）などの許諾を得ることなく使用したり、お 
送することはでをません。撮影したをのをインターネットホーム 
ページなどで公開する場合ち、菁作権や肖像権に十分ごを意くださ 
し、。なお、実ま、興行および展示物などには、個人として楽しむため 
の撮影自体び制限されている場合びあ D ますのでごま意<ださい。 

■ 肖像権などについて 

• 他人か5巧断で写真を撮られた0、撮られた写真を巧断で公表され 
た0、利用された0することびないよラに主張でをる権利び肖像権 
です。肖像権には、だれにでち認められている乂巧巧と、タレント 
など経済的和なに着目した財産権（バプ U シティ権）びあります。し 
たびって、勝手に他人やタレントの写真を撮り公開したり、お巧し 
たりすることは違法斤為となりますので、適切なカメラ機能のご使 
巧をむびけてください。 


■ USIM カードについて 

• USIM カードは、ソフトバンクか5お客様への貸与品になります。紛 
失•破損の場合は、有憤交換となりますのでご注意ください。解約 
などを巧って不要になった USIM カードは、ソフトバンクショップ 
までお持ちください。 

•巧障と思われる場合、盗難や紛失•破損した場合は、ソフトバンク 
ショップちし<はお問い合わせ先（― P. 已 2) までお問い合わは<だ 
さい。 

• USIM 力ードを化のに力ード U- ダーなどに挿入して巧障した場合 
は、お客様の責任となりますのでごま意ください。 

• USIM カードのに（金属）部分はいつちをむいな状態でご使用<だ 
さい。お手入れはをいた柔らかい巧でふいてください。 

• USIM カードにシールなどを貼らないで<ださい。 
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アブ u ケーシヨンの利巧について 

-本機では 、 Google Inc . び提供する 「 Google 円 ay ™」 上より、さま 
ざまなアブ U ケーシヨンのインストールび巧能です。お客様ご自身で 
インストールされるこ ns のアブ U ケーシヨンの内容（品質、信賴性、 
合法性、目的適合性、情報の真実性、正担性など）およびそれに起因 
するすべての不具合（ウイルスなど）につをましては、当社は一切の 
保亞を致しかねます。 

緊急を话[メールにごいて 

-お買い上げ時、受信設定は有効に設定されています。 

-憂信時には、マナーモード設定中でち警告音び鳴動します。 

-通話中、通信中および里波状態び悪いときは受信でをません。ただし、 
通信中でち 4 G 通信中は受信でをます。 

-お客様のご利用環境•が測こよっては、お客様の現在地と異なるエ U 
アに関する情報び受信される場合、または受信でをない場合びおりま 
す。 

-受信設定を有効にしている場合、待夏時間び短くなることびあ D ま 
す。 

•当社は情報の巧容、受信タイ S ング、情報を受信または受信でをな 
かったことに起因した事故を含め、本サービスに関をして発生した損 
害については、一切責任を負いません。 

FM トラジス吉ツタについて 

. FM トランス S ッタは曰本国巧でご利用<ださい。巧がでご利用にな 
ると罰せられることびあります。 

• FM トランス S ッタは無綠扇の免許をが要としない微弱里波を使用し 
ています。このため、受信側の機器や周囲の状況によ0、ノイズや音 
のを切: n 、 ひずみなどび発をする場合びお0ます。 

• FM トランスミッタは、ワンセグ / FM トランスミッタ巧アンテナを伸 
ばしてからご使用 < ださい。 

-本機と憂信側の機器との間に障害物びある場合や、本機に金属類を近 
づけた場合などをノイズや音の途切む-ひずみなどの原因となります 
のでごを意 < ださい。 

-ノイスや音のを切れ、ひずみなどび発生する場合は、本機を受信側の 
機器のアンテナに向けるようにするなど、本機の巧さを変えて良巧に 
聴こえる方向を探してください。 

. 星源を入れてか！5—度ち圏内に入っていないときや、国際□ーミング 
中、イヤホン（市販品）接続中、 MHL 出力中、 Bluetooth ® 機能び ON 
の場合は、 FM トランスミッタを利用でをません。また、音声通話中と 
里話着信中には音声は出力されまだん。 



指紋認証利巧時のごを意 

本機能は指紋画像の特徴情報を認証に利用するをのです。このため、 
指紋の特徴情報びがないお客様の場合は、指紋認証機能び利用でをな 
いことびあ0ます。 

指紋の登録には同じ指で3回し义 J : の読み取 D びが要です。異なる指で 
登録を巧わないで<ださい。 

認亞性旨旨（正しく指をスライドさせた際に指紋び認証される性旨旨）は 
お客様の使用状巧により異な0ます。指び需れていた0汗をかいてい 
たり、手び乾燥しているなど、指の巧態によっては、指紋の登録び困 
巧になった0、認証性能びお下することびあ0ます。その場合、手を 
洗ラ、手を巧く、認証する指を巧えるなど、お客様の指の巧態に合わ 
はて対処することで、認証性能び改善されることびあ0ます。 

指紋の登録-認証の際は、第1関節をセンサー中央に合わせ、センサー 
と平巧になるよラに指を巧し当てなび5指紋センサーの領域を通過 
するまで下方向へスライドさせます。登録時と認罰時の指の位置の違 
いによる認証失敗を巧ぐたゆには、本機と同じ方向に指を置いてスラ 
イドさせてください。 

スライドび速すざた0遅すざた0すると、正常に認識でをないことび 
あ0ます。 

現指は指紋の渴の中むびずれたりゆびんだりして、登録や認亞び困错 
な場合びあります。でさるだけ指紋のおの中むび指紋センサーの中む 
を通過するよラにスライドさせてください。 

指紋び正常に読み取れなかったときは、警告メッセージび表示されま 
す。 

指紋 t ンヴーに指を置いたまま指紋の登録-認証を開始すると、起動 
でさない場合びあります。指を離して操作をやり直してください。 
デスクトップパソコンなどアースを必要とする機器と本機を 
micmUSB ケープル（市版品）で棲続するとをは、必ず機器のアース 
び接続さむていることを確認して<ださい。アースび接続さむていな 
し)状態で接続している間は、指紋認記でをない場合びあ0ます。本機 
を機器から取りがして指紋認証を斤ってください。 

指紋語围技術は完全な本人認亞-照合を保面するをのではあ0ませ 
ん。当社では本聲品を使用されたこと、または使用でをなかったこと 
によって生じるいかなる損書に関してを、一切黃任を負いかねますの 
であ6かじめご了承ください。 

指がセンサー利巧時のごを意 

指紋センサー表面のシート部は巧水性を維持するための保量膜です。 
はびしたり、ペン先など釣利なちのでつついたりしないでください。 
指紋センサー表面は防水性を有していますび、指紋センサー表面や操 
作する指巧に水滴や巧れび付着した場合は誤動作の原因となります。 
柔らかい巧で水滴•巧むを取0除いてご使用<ださい。また、水分に 
より指先びふやけた場合でを、誤動作の原因となる場合びあります。 
ぶつけた D 、 強い衝擊を与又た0しないで<ださい。故障および破損 
の原因となることびあります。また、センサー表面をひっかいたり、 
巧の尖ったをのでつついたりしないでください。 
m やストラップの金具など硬いちのを巧し付けると、指紋センサー表 
面に傷び付くことびあります。 

おなどで指紋センサー表面び巧れたり、表面に傷び付いたりすると、 
故障および破損の原因となることびあ0ます。 
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指紋センサー表面にシールを貼ったり、インクなどで塗りつぶしたり 
しないで < ださい。 

ほこりや巧脂などの巧れ、汗などの水分び付着したり結露び発生する 
と、指紋の読み取 D び困兜こなった0、認証性能びほ下することびあ 
ります。指紋センサー表面はと定どさ清掃してくだごい。 

指紋の登録失敗や認亞失敗びお発する場合は、指紋センサー表面を清 
掃して<ださい。現象び巧善さむることびあ0ます。 

指紋センサー巧清掃する際には、静覃気の発生しにくい、乾いた柔ら 
かい巧で表面の巧れを取り除いてください。長期間の使用により二 r ~ 
びたまることびありますび、その場合でも先の尖ったをので取り除か 
ないで < ださい。 

静里気び故障の原因となる場合びおります。指紋センサーに指を置< 
前に、金属に手を班むるなどして詩里気を取り除いてください。を期 
など乾燥する時期は、特にごま意ください。 


[ストラップの 巧 D 付けについて I 

- 里 池カバーを取りかし、図のようにストラップ取 D 付け巧にストラッ 
プを通し、フックに掛けて星池カバーを取口付けます。防水/防塵性 
能を維持するため、ストラップを挟まないよラにを意して涅池カバー 
をしつかりと取り付けてください。 



LmicroSDXC 力ードの利用につし、て | 

本機は、 SDXC 規格の SD 力ード （ microSDXC 力ード）に対応してい 
ます。 micraSDXC カードは、 SDXC 規格対応機器でのみご使用いただ 
けます。 

■ SDXC 視巧巧対応機器とのデータのやりとりについて 

本機と SDXC 規格が対応儀器との間でデータをやりとりするとをは、本機 
と巧手機器の両方の規樹こ準拠した micraSD 力ードまたは micraSDHC 
力ードをご使用ください。本機で使用した microSDXC 力ードを SDXC 規 
格非巧広機器に取0付けると、データび破損することびあ D ます。また， 
フォーマット（初期化）を促すメッセージび表示さ打た場合は、実巧しな 
いで < ださい。 

フォーマットすると、 microSDXC カード巧のデータはすべて消去さ 
れ、異なるファイルシステムに書を換えられます。そのため、本来の容 
量で使用でさな<なることびあ0ます。データび破損した microSDXC 
力ードを巧使用するには、 SDXC 規格対応機器でフォーマットする必要 
び态〇ます。 






USIM 力ードを巧 0 巧す原のごミ主意 


Q 電地カバーを取り外す 

凹部に指をかけて、①〜⑤の順で電池カバー内側のツメをが 
し、矢印の方向に取 D がします。 



@電地バックを取りがず 

取りかし用のツメに指をかけて、矢即の方向にゆつく D と持 
ち上げて取 D がします。 



@トレイを引さ出す 

ツメに指をかけてトレイをまつすぐに引を出します。 

-トレイは、外れない構造になつています。トレイを引き 
出す際は、トレイ引き出し位置を示す線を目まとし、お 
S に引を出さないでください。無理に引さ出すとトレイ 
び破損する恐れびあります。 
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USIM カードを取り外ず 

USIM カードをスライドさせるよラにして取り出し（①）、 
トレイを奧に押し込みます（風)。 



電池パックを取り付ける 

電池バックの （+)(-) び表示されている面を上にして、 
端子部分を本体の端子部分に合わせてから（①)、矢印（⑤) 
の方向に取口付けます。 



電池カバーを取り付ける 

電池カノ く一の向をを確認して本体に載せ、周辺および中央付 
近を矢印の方向になぞるよ5にしてしっかりと押し、電池力 
ノて一全体に浮をびないことを確認します。 
















Bluetooth®/W 卜円（おお LAN) 傑能について| 


• 本微ますべての Bluetooth ®、 Wi-Fi (無線 LAN ) 対応機器との接 
続動作を確認したちのではあ0まだん。したびって、すべての 
Bluetooth ®. Wi-Fi (無樣い\向）対応機器との動作をな面するも 
のではあ0ません。 

•無線通信時のセキュ U テイとして、 Bluetooth ® Wi-Fi (巧線 
LAN ) の標準仕様に華拠したセキュ U テイ機能に対応しておりま 
すび、使用環境および設定內容によってはセキュ IJ テイび十分で 
ない場合びちえ5れます。 Bluetooth ®. Wi - Fi 嫌綠 LAN ) によ 
るデータ通信を巧ラ際はごを意ください。 

- Wi-Fi (無線 LAN ) は、涅波を利用して情報のやりと D を行うため、 

星波の届く範囲であれば自由に LAN 接続でさる利点びあります。 
その反面、セキュ U テイの設定を行っていないとをには、悪意ある 
第兰普によ D 不正に侵入されるなどの可能性びあ D ます。お客様 
の判断と責任において、セキュ U テイの設定を巧い、使用すること 
を巧奨します。 

• Bluetooth ® Wi - Fi 佩線 LAN ) 通信時に発生したデータおよび 
情報の漏洩につをましては、当社では責任を負いかねますのであ 
5かじめご了承 < ださい。 

• Bluetooth ® と Wi-Fi (無線 LAN ) は同じ巧禄周波数帯を使巧する 
ため，同時に使用すると里波び干渉し合い、通信速度の低下やネッ 
トワークび切曲される場合びあります。接続にま障びある場合は、 

今お使いの Bluetooth ®、 Wi-Fi (無線 LAN ) のいずれかの使用を 
中止して < ださい。 

■ 团 uetooth® の周放数帯について 

本機の Bluetooth ® 機能は、 2.4 GHz 帯の吕400 MHz か52483.5 MHz 

までの周波数を使用します。 


2.4FH/XX1 


2.4 FH / XX 1 

本機は 2.4 GHz 帯を使用します。変調ち式として FH - SS 変調ち式およ 
びその他の方式を採用し、ち干渉距離はが]1 OmUTF です。 


呂400 MHz 〜吕483.5 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の 
帯域を回還不可であることを意味します。 

利用可能なチヤンネルは、国によ0異な0ます。 

航空機内の使用は' 事前に各航空会社へご涯認ください。 

■ Bluetooth® についてのお願い 

• 本機の Bluet 00 th ® 機能は日本国巧規格、 FCC 規格および EC 指令に 
準拠し、認定を取得しています。一部の国/地域では Bluetooth ® 機 
能の使用び制限されることびあります。ミ毎外でご利用になる場合は、 
その国/地域の法規制などのを件をご担認<ださい。 










- Bluetooth® 機器び使用する 2.4GHz 帯は、さまざまな機器び巧有し 
て使用する里波帯です。そのため、 Bluetooth® 機器は、同じ里波帯 
を使用する機器か6の影誓を最ル限に抑えるための技術を使用して 
いますび、場合によっては化の機器の影誓によって通信速度や通信距 
離びあ下することや、通信び切断することびあります。 

•通信機器間の距離や障害物、 Bluetooth® 機器により、通信速度や通 
信距離は異なります。 

■ Bluetooth® ご使用上のま意 

本機の日 luetooth® 機能の使用周波数は 2.4GHz 帯です。この届波数帯 
では、里子レンジなどの家窜製品やを業-巧学-医療用機器のほか、ほ 
かの同種無綜商、工場の製造ラインなどで使用される巧許を要する移動 
体識別用構巧無線局、巧許を要しない特定のル覃力無線局、アマチュア 
巧緑局など（む下「ほかの無綠局」と陪す）び運用されています。 

1.本磯を使用する巧に、近くで r ほかの巧綠局」び運用されていないこ 
とを®詔して < ださい。 

呂.万一、本機と r ほかの無線局」との間に覃波干渉の事例び発生した場 
合には、速やかに本機の使用場巧を変えるか、または稼器の運用を停 
止(星波の発がを停止）してください。 

3. ご不明な点やその化お困りのことび起去た場合は、ソフトバンク 
ショッフをしくはお問い合わせ先(一 P. 巳 2) までご連絡ください。 

■ Wi-Fi (無線 LAN) の周液数帯について 

本機の Wi-Fi (巧繰 LAN) 磯目目は、吕 .4GHz 帯の2400 MHz から 
2483.己 MHz までの周波数を使用します。 


2.4DS/0F4 

ロロロ 


2.4DS/0F4 

本機は 2.4GHz 帯を使用します。変調方式として DS-SS 方式および 

日 FDM 方式を採用しています。与干渉距離は約 40mli (下です。 

□ □□ 

2400 MHz 〜吕483.5 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の 

帯域を回還可能であることを意味します。 

利用可能なチヤンネルは、国によ0異な0ます。 

航空機内の使用は' 事前に各航空会社へご確認ください。 

Wi- 円を巧外で利用する場合、ご利用の国によっては使用場巧などび制 

限される場合びあります。その場合は、その国の使用可能周波裝!、法規 

制などの条件をご確認のラえ、ご和用<ださい。 

■ Wi-Fi (無線 LAN) についてのお願い 

•本機の Wi-R (巧綠 LAN) 磯能は曰本国巧規格、 FCC 規格および EC 
指令に準拠し、認定を取得しています。一部の国/地域では Wi-Fi (巧 
綜 LAN) 機能の使用び制限されることびあります。ミ毎かでご利用にな 
る場合は、その国/地域のる規制などのを件をご確認< ださい。 

-星気製品、 AV • 日 A 磯器などの磁気を帯びているところや重砲波び発 
をしているところで使用しないで<ださい。 

-磁気や星気巧音の影響を受けると巧音び大をくなった0、通信びでさ 
なくなることびあります（特に里子レンジ使用時には影響を受けるこ 
とびおります)。 



•テレビ、ラジオなどに巧いと受信障害の原因となつたり、テレビ画面 
び乱れることびあ0ます。 

•おくに複数の饥 i-Fi (巧繰 LAN) のアクセスポイントび存在し、同じ 
チャンネルを使用していると、正しく検索でをない場合びあります。 

• Wi-Fi (巧線 LAN) 対応の航空機巧であってを本機は使用できません。 
機巧モードに設定してか6、覃源をお切 D ください。ただし、一部の 
航空を社ではご利用いただける場合をございます。詩細はご搭乗され 
る航空会社にお問い合わせ<ださい。 

■ Wi-Fi (無線 LAN ) ご使用上のま意 

本機の Wi-Fi (無綠 LAN) 機能の使用周ぶ数は吕 .4GHz 帯、已 GHz 帯で 
す。 2.4GHz の周波数帯では、里子レンジなどの家星製品やを業•ネ斗 
学•医療用機器のほか、ほかの同種無綠育、工場の製造ラインなどで使 
用される免許を要する移動体識別用構巧無線局、巧許を要しない特定の 
小笔力無線局、アマチュア無線局など（しソ下「ほかの無線局」と略す） 
び運用されています。 

1.本機を使用する前に、近くで r ほかの巧綜局」び運用されていないこ 
とを巧詔して < ださい。 

呂.万一、本機と r ほかの無綜局」との間に覃波干渉の事例び発生した場 
合には、速やかに本機の使用場巧を変えるか、または稼器の運用を停 
止(星波の発がを停止）してください。 

3. ご不明な点やその化お困りのことび起きた場合は、ソフトバンク 
シヨツフをしくはお問い合わせ先(一 P. 巳 2) までご連絡ください。 

已 GHz の周波数帯では、 W52、W53、W56 の3種類のチヤンネルを 
使用でをます。 W52、W53 は、里波法によ〇屋かでの使用び禁じ S れ 
ています。 


フ U —ズ時の巧な方 ミ 去について 


本機び、動作を停止した0入力を養け付けな<なった0したとをは、巧 
の巧作で本糖を巧起動してください。再起動すると、編集中のデータは 
消去されます。 

Q 電地バックを取り外す一取りがしたままで数秒間待つ 
一電池パックを取り付ける一回(長巧し） 




防水/防塵性能に関ずるミ主意事頃 


正しくお使いいただくために、 r 防水/防塵性能に関するま意事項」の 
內容をお読みのラえ、正しくご使用<ださい。記載されている内容を守 
らずにご使用になると、浸水や砂-異物などの混入の原因とな0、発 
熱•発义感里•傷害-巧障の原因となる場合びあります。 

防水/防塵性能について 

本機は巧巧カバー-か部棲続端子キサップをしっかりと取り付けた状態 
で、 IPX 已（旧 J 亿保畫等級 5) 巧当* 1 、 IPX8 asj 吃保量等級 8) 相 
当※2の防水性能および IP5X (JIS 保畫寄級 5) 相当※3の巧屋性能を有 
しております（当社試験ち法による)。 

IPX 已（旧 J 吃保雲等級已）ネ目当とは、内径 6.3mm のノスルを用い 
て、約 3m の距離からの12.已 IJ ットル/分の水を3分し U 上ま水す 
るを件で、あ5ゆるち向か5のノスルによる噴流水によってち、里 
話機としての性能を保〇ことを意味します。 

&2 IPX8 (旧 JIS イ呆富等級 8) 巧当とは、常ミ届で水道水、かつ静水の 
水深1 .5m の水信に里話機本体を静かに巧め、約30分間水底に巧 
置してち、星話機巧部に浸水せず、星話機としての機能を保つこ 
とを意味します。 

《3 口已X (J に保畫等級已）ネ目当とは、保裏度合いを指し、直涅7已 ym 
しソての塵埃（じんあい）び入った装置に電話機を S 時間入むてかく 
はんさだ、取り出したとをに電話機の機能をちし、かつ安全を維 
持することを意味します。 

-実際のご使用におたって、すべての状況での動作を保面するちの 
ではありまだん。お客様の取 D 巧いの不備による巧障と認め6れ 
た場合は、保亞の対象外となります。 


ご巧用にあたっての重要事 I 貝 

-砂をなどの上に直接置かないでください。送話口-受話口-スビー 
力一、 イヤホン端デなどに砂などび入り音びルさくなった0、本機巧 
に砂などび混入すると発熱や故障の原因となります。 

-が部接続端モキャップ-星池カバーび浮いている箇所びないことをお 
認しなび5確実に取り付けてください。 

. が部接続端モキャップ-星池カバーと本機の間に微細なゴ S (髪の毛 
1 本、砂粒1個、微細な繊維など）びわずかでち挟まると浸水の原因 
となります。 

-里池カバーを取 D かすときは水巧ををして水分をよくふを取ってか 
6取り列してください。 

-イヤホン端テ部び惠むていたり、砂やほこ0び付着した状態で使用し 
ないで < ださい。 

. 水中で本機を使用（キー操作を含む）しないでください。 

-お風呂場、台所など、湿気のをい場所には長時間巧置しないでくださ 
し、本機は防湿仕様ではあ0ません。 
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本機の防水性能は、常ミ忌（已 C 〜3已 C) の真水•水道水にのみ対応 
しています。巧の例のよラな液体をかけた0、浸けた0しないで<だ 
さい。また、砂やおなどを巧着させないでください。 

例：せっけん-洗剤.入お剤などの入った水/巧水/プールの水/温 
泉/熱湯/裏品/汗 


利用シーン別を意事巧 


■ 雨の中で 

. 雨の中、傘をささずに濡れた手で持って通話でさま 
す（やや強い雨 （ 1時間の雨量び吕 0mm 未満)まで)。 

-雨びかかっている最中、本機に水滴びついていると 
を、または手び濡れている状態での外部接続端子 
キャッフ-里ミ也カバーの開閉は絶対にしないでくだ 
さい。 

■ お風呂場で 

-ワンセグを見るとさは安定した場所に置いて使用 
して < ださい。 

-お風呂で使用でをます。濡れた手で持って通話でを 
ますび、湯船には浸けないでください。 

. ミ届泉やはっけん、洗剤、入ぶ剤の入った水には浸け 
ないで < ださい。 

-水中で使用しないでください。故障の原因になりま 
す。 

-急激な温度変化は、結露の原因となります。寒いと 
ころから暖かいお風呂などに本機を持ち込むとさ 
は、本機び常ミ届になってから持ち込んで<ださい。 

-お風呂場での長時間のご使用はおやめ<ださい。 

-お植に浸けた0、落下さはた0しないで< ださい。 

-高温のお湯をかけないで<ださい。耐熱設計ではあ0まだん。 

-周囲温度巳で〜40で（ただし、 36C じ Lh はお風呂場などでの一時的 
な使用に限る）、湿度3己％〜90%の節囲で使用してください。 

-卓上ホルダー巧お風呂場へ持ち込まないでください。 

-耐水圧設計ではありませんので、蛇口やシャワーなどで高い水圧をか 
けないで < ださい。 

■キッチンで 

-ワンセグを見るとさは安定した場所に置いて使用 
してください。 

-せっけん、洗剤、罰味料、ジュースなど水道水しソが 
のをのを、かけたり浸けたりしないでください。 

-高温のお湯や冷水に浸けたり、かけたりしないでく 
ださい。耐熱設計ではあ0ません。また、5で未満 
のを水につけると故障の原因となります。 

•強い流水 （6 リットル/分を超える）をかけないでください。 

-コン□のそばや冷蔵庫の中など、極端に高温•ほ温になるところに置 
かないで < ださい。 
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■ プールサイドで 

-ワンセグを見るとさは安定した場所に置いて使用 
して < ださい。 

-フールの水に浸けた D 、 落下さはた0しないで<だ 
さい。 

•水中で使用しないでください。故障の原因となりま 
す。 

. フールの水びかかった場合は、やや弱めの水流 （6 IJ ッ 
常温巧で〜35で）の水道水）で洗い流してください。洗うときは 
呈池力く一をしっかりと取り付けた状態で、かが接続端子キサップび 
開かないよラに巧さ元たまま、ブラシやスポンジなどは使用だず手で 
洗って < ださい。 

-炎天下や高ミ届になる場所で使用-巧置しないで<ださい。 

-が•部接続端モキャップ-星池カバーをしっか0閉じた巧態で防水性能 
を巧ちます。 

■洗ラ 

-はっけん、ミホ剤など水道水しソかのちのを、かけたり 
浸けた D しないで < ださい。 

-やや弱めの水流 （6 U ットル/分に TF 、 常温（己で 
~3已で）の水道水）で蛇口やシャワーよ D 巧 10 cm 
離れた位置で洗えますび、耐水圧設計ではあ0まだ 
んので高い水圧を直接かけたり、長時間水中に沈め 
た0しなし1で< ださし、 

-洗うときは虽巧カバーをしっかりと取り付けた状態で、か部接続端子 
キャップび開かないよラに押さえたまま、ブラシやスポンジなどは使 
用せず手で洗って < ださい。 

-イヤホン端子部は洗わないで<ださい。 

-洗濯機や超音波洗浄磯などで洗わないで<ださい。 


巧水/巧產性能をが持するために 


■ ゴムパッキンについて 

が部接続端子キヤッフ’星池カバーの ZI ムパッキンは、防水/巧塵性能 

を維持するための重要な部品です。巧のことにごを意<ださい。 

•はびした D 、 傷つけた D しないで<ださい。 

-か部接続端モキヤップ-星池カバーを閉める際はゴムパッキンを晒み 
込まないよラ注意して<ださい。晒み込んだまま巧理に閉めよラとす 
ると、コムバッキンび傷付を、防水/防塵性能び維持でをなくなる場 
合びあります。 

• 常溫（已で〜3巳ご）の真水. 7_ K 道水しソかの液体（温水やミ毎水、洗剤、 
蓄品、汗など）び付着すると、巧水/防塵性能を維持でさなくなる場 
合びあ D ます。 

-が•部接続端モキヤップ-星池カバーの開閉などをするとさは手袋など 
をしたまま操作しないでください。また，コミなどび付着しないよラ 
にしてください。 II ムバッキンの接軸面は微細な US (髪の毛1本、 
砂粒1個、微細な繊維など）びわずかでち巧まると浸水の原因となり 
ます。微細な ZIS び付着している場合は、乾いた清潔な巧で&さ取つ 
て必ず取り除いてください。 

-が部接続端モキヤップ-星池カバーの隙間に、先のとびったをのを差 
し込まないでください。 ZI ムパッキンび傷つく恐れびあ0、浸水の原 
因となります。 
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-防水/防塵性能を維持するため、 II ムバッキンは異常の有無に関わら 
ず、吕年ごとに交換することをおすすめします（有な)。コムバッキン 
の交換につい口ま、お近くのソフトバンクショップをしくはお問い合 
わせ先（― P . 已吕）までご連結ください。 

■ 海水/洗剤/砂/泥などが付着した場合 

万一水しソか（巧水/洗剤/砂/ミ尼など）び付着してしまった場合、ただ 

ちに水で洗い流してください。 

• やや弱めの水流 （6 U ットル/分 LU 下、常温巧で〜3已で）の水道 
水）で蛇口やシャワーよりお 1 1 0 cm 離れた位置で常温の水道水で洗え 
ます。 

-洗うときは星池カバーをしっかりと取り付けた状態で、列部接攝端子 
キャップび開かないよラに押さえたまま、ブラシやスポンジなどは使 
用せず手で洗って < ださい。 

■水で濡れたあとは 

•水で濡れたあとは、水巧きをし、乾いた清潔な巧で本機の水滴をふき 
取ってください。 

&か部接続端モがびショートする恐れびありますので水滴び付着した 
まま放置しないで<ださい。 

※イヤホン端デに水滴び付着したまま使用しないで<ださい。 

&寒冷地では本機に水滴び付着していると、巧おすることびあります。 
凍結したままで使用すると故障の原因になります。水滴び付着したま 
ま巧置しないでください。 

-本機に水滴び付着したまま放置しないでください。イヤホン端子や 
キー部分は水分び入り込む構造になっていますび、入0込んだ水分は 
本機を振るなどして仏い落としてください。（この場合、固囲にを意 
し、本機を振り落とさないよう十分ごを意ください。）残った水分は 
乾いた清累な巧で速やかにふ去取ってください。 

-本機に水や雪びついた場合は、清蒸なをいた巧でふを取ってくださ 
し、。ふさ取むなかった水や隙間にたまった水で服やバッグを濡らす場 
合びあ D ますのでご注意ください。 

-イヤホン端子は、十分にを燥したことを担語のラえで使用してくださ 
し、。水滴び巧ったままの状態で使用すると，巧障の原因となります。 

■水巧をについて 

本機に水滴び付着したままご使用になると、スピーカーなどの音量びか 

さくなったり、巧服やカバンなどを濡らしてしまラことびあります。 

また、イヤホン端子やキー部分などの隙間から 7_ K 分び入り込んでいる場 

合びありますので、次の手順で本機の水分を取 D 除いてください。 

Q 本機表面の水分を乾いた巧などでよくふき取る 
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@ 図のよラに本機をしっかりと持ち、がなくとち20回 
程度水滴び飛ばなくなるまで振る（両面とも同じよう 
に振る） 

本機を振り落とさないよラに、しっか D 握ってください。 



@乾いた巧などに本機を軽く巧し当て、送話□•受話 
□-スピーカー*イヤホン端テ-ワンセグ / FM トラ 
ンス S ツタ用アンテナ*キーなどの隙間に入った水分 
をふき取る 



Q 乾いたタオル*巧などを下に敷さ、常温で巧置する 
口 0分程度） 


上記手順を巧ったあとでち、本糖に水分び残っている場合びあ0 
ます。需れて困るちののそばには置かないでください。また，巧 
服やカバンなどを磊らしてしまラ恐れびあ D ますのでごを意くだ 
ごい。 


[巧更に関ずるミ主意事巧 I 

里池バック-卓上ホルダー- AC アダプタおよびオフ シヨ ン品は防水/ 
防塵性能を有していません。巧里時、およぴ充里をには、巧の点をお認 
して < ださい。 

-需れたまま本機を充空しないでください。水に濡れたあとに充里する 
場合は、よく水なさをして乾いた清潔な巧などで水をふさ取ってか 
ら、卓上ホルダーに差し込んだ0、か部接続端子キャップを開いてく 
ださい。 

-が部接続端モキャップを開いて充里した場合には、充覃をはしっか0 
とキ^^^ップを閉じてくださぃ。外部接精端子からの浸水を巧ぐため、 
卓上ホルダーを使用して充里することをおすすめします。 
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-本機び濡れている状態では絶対に充星しないでください。感里や里子 
回路のショートなどによる义が-故障の原因となります。 

-需れた手で卓上ホルダーおよび AC アダプタに軸れないでください。 
感里の原因とな0ます。 

-卓上ホルダーおよび AC アダプタは、水のかからない状態で使用して 
<ださい。火災•感里の原因とな0ます。 

-卓上ホルダーおよび AC アダプタは、お風呂場、シサワー室、台所、洗 
面所などの水周0で使用しないで<ださい。火災-感星の原因とな0 
ます。 

その化のま意事頃 

. 温泉やせっけん、洗剤、入ぶ剤の入った水などには絶対に浸けないで 
<ださい。また、水中で使用したり、水中に長時間なめた0しないで 
<ださい。故障の原因とな0ます。 

-手び濡れているとさや本機に水滴びついているとをには、里池パック 
の取り付け/取0かし、が部接続端子キャップの開閉はしないでくだ 
さい。 

-熱湯-サウナ-熱風 （ ドライヤーなど）などは使巧しないでください。 
耐熱設計ではあ0ません。 

-本機は耐衝擊性自目を有してお0ません。落下させた0、衝撃を与えな 
いでください。また、を話口、受話口、スピーカー、イヤホン端子な 
どを綿棒やとびったちのでつつかないでください。本体び破損-変お 
するおそむびあ0、巧水/防塵性能び損なわれることびあ0ます。 

-規定しん h の強い水流 （6 リットル/分しソ上の水流：例えば、蛇口やシャ 
ワーから机に当てて痛みを感じるほどの強さの水流）を直接当てない 
でください。本機は IPX 己相当の防水性能を有しておりますび、故障 
の原因とな0ます。 

-本機は水に浮をません。 

. 周囲温度已で〜40で（ただし、36で iU 上はお風呂場などでの一時的 
な使用に限る）、湿度3已％〜90%の範囲で使用してください。範囲 
を超える極端に暑い場所やきい場所で使用すると、防水/防屋性旨巨び 
維持でをない場合びあります。 

-が部接続端デキャップや覃巧カバーに劣化-破損びあるとをは、防水 
性能を維持でさません。破損置巧からの部に水び入り、感巧や里巧 
パックの腐食などの巧障の原因となります。 

-か部接続端モキャップ-星池カバーび開いている状態で水などの液か 
びかかった場合、内部に巧かび入り、感呈や巧障の原因となります。 
そのまま使用はずに里源を切り、涅池バックをがした状態で、おおく 
のソフトバンクショップをしくはお問い合わせ先 (- P .52) までご 
译が/ドザ、 

. 送話□-受話口 -スピーカー-イヤホン端子に水滴を残さないでくだ 
さい。通話不良となる恐れびあ0ます。 

-ミ届度-湿度センサーに水滴を巧さないでください。温度と湿度び正常 
に測定でをないおそむびあ0ます。 



疏出管理規制に::)いて 


本製品巧び付属品は、曰本輸出管理規制 （ 「外国為督及び列国貿易法」 
及びその関連法令）の適用を受ける場合びあります。また米国再輸出規 
制に xport Administration Regulations ) の適用を愛けます。 

本製品及び付属品を輸出巧ぴ再輸出する場合は、お客様の責任巧び費用 
負担において必要となる手続さをお取りください。詳しい手続をについ 
ては経済產業省または米国商務省へお問合はください。 


知的が産権について 


商標 


• microSDHC、microSDXC □ゴは SD - 
3 C , LLC の商標です。 


m 製— m ち這〜 

EB 乂 C 


• Bluetooth ® smart ready とその□二 f 
マークは、团 uetooth S 忆. INC の登録商 
標で、ソフトバンク株式会社はライセン 
スを受けて使用しています。その他の商 


0 曲 uetooth’ 

SMART READY 


標および名称はそれぞれの所有者に帰属します。 

• SOFTBANK およびソフトバンクの名称、□コは日本国およびその 
他の国におけるソフトバンク株式会社の登録商標または商標です。 

• S ! メール、デコレメール、スポーツ LIFE は、ソフトパンクモパイル株 
式会社の登録商標または商標です。 

• 「知恵袋」はヤフー株式会社の登録商標です。 

•「 Yahoo !」 および 「 Yahoo !」 の□コマークは、米国 Yahoo ! Inc . の 
登録商標または商標です。 

• 音声コーデックには Jean-Marc Valin / Xiph.Org Foundation の 
Speex を使用しています。 

©2002-2003, Jean-Marc Valin / Xiph.Org Foundation 


Redistribution and use in source and binary Torms, with or 
without modification, are permitted provided that the 
following conditions are met: 

• Redistributions of source code must retain the above 


copyright notice , this list of conditions and the following 
disclaimer . 


Redistributions in binary form must reproduce the above 
copyright notice , this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials 


provided with the distribution . 

Neither the name of the Xiph.org Foundation nor the 
names of its contributors may be used to endorse or 
promote products derived from this software without 
specific prior written permission . 


34 








THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT 
HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS " AND ANY 
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES , INCLUDING , BUT 
NOT LIMITED TO . THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND 円 TNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE ARE DISCLAIMED . IN NO EVENT SHALL THE 
FOUNDATION OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 
DIRECT , INDIRECT . INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY . 
OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ( INCLUDING , BUT NOT 
LIMITED TO . PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERVICES ： LOSS OF USE , DATA , OR PROFITS ; OR 
BUSINESS INTERRUPTION ) HOWEVER CAUSED AND ON 
ANY THEORY OF LIABILITY . WHETHER IN CONTRACT . 
STRICT LIABILITY , OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR 
OTHERWISE ) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF 
THIS SOFTWARE , EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY 
OF SUCH DAMAGE . 


Copyright © 2012 Yahoo Japan Corporation . All Rights 
Reserved . 

• 「スグデコ！」は、株式会社アイフ U - クの登録商標です。 

• Internet SagiWall は、 B 目ソフトサービス株式会社の商標または登 
綠商標です。 


• © YOSHIMOTO KOGYO , All Rights Reserved . 

• に 00 巨 le 」、「 Goo 邑 le 」 □コ、 「 Android 」、「 Android 」 □コ 、 [Google 
Play 」 、に 00 gle 円 ay 」 □コ、に加 gle ChromeJ . [Google 
Chrome 」 □コ、 「 Gmail]、[Google Calendar」、[Google Maps 」、 
[Google LatitudeJ , [Google I '―ク」、 「 Google + J、fPicasaJ 
および 「 YouTube 」 は 、 Google Inc . の商標または登綠商標です。 

• Wi - Fi ®、 Wi-Fi Alliance ®、 Wi-Fi □コおよび - 

Wi-Fi CERTI 円 ED □コは Wi-Fi Alliance の登 KrTTlf Cf ) 

録商標です。 

• Wi-Fi CERTI 円 ED ™、 WPA ™、 WPA 2™、 CERTIFIED 
Wi - 円 Protected Setu 口 tm および wi - 円 Direct は Wi-Fi Alliance の 
商標です。 

• fFacebookJ および [FacebookJ □コは、 Facebook . Inc . の商標 


または登録商標です。 

•「 Twitter 」 の名称、□コは、 Twitter , Inc . の登録商標です。 

• McAfee ® およびその他のマークは、米国ま人 McAfee , Inc . または 
その関係会社の米国またはその他の国における登録商標または商標 
です。 

セキュリティ巧連想させるホは McAfee プランド裝品独自の色で 


す。 


参□ヴィ、 Rov し G ガイド、 G - GUIDE 、 G ガイドモバイル、 G-GUIDE 
MOBILE 、 および G ガイド関連□コは、米国 Rovi Corpo 旧！; ion およ 
び/またはその関連を社の曰本国内における商標または登録商標で 


す。 




参本製品は、株式会社 ACCESS 
の NetFront Browser 、 
NetFront Document 


A05ESS NetFront 


Viewer を搭載しています。 

ACCESS 、 ACCESS □コ、 NetFront は、日本国、米国、およぴ 
その化の国における株式を社 ACCESS の登録商標または商標です。 
Copyrigh 惦呂01吕 ACCESS CO ., LTD . All rights reserved . 

本製品の一部分に、 Independ 刖 t JPEG Group び開発したモ 
ジュールび含まれています。 

•「 ATDK 」 は株式会社ジャストシステムの登録商標で 
す。 「 AT 0 K 」 は、株式会社ジャストシステムの著作 
物であり、その他権利は株式を社ジャストシステム 
および各権利ちに帰属します。 

• r おサイフケータイ」は、株式会社 NTT ドコモの登 
録商標です。 

参 FeHCa はソニーな式会社び開発した巧接巧に力ードの技術方式で 
す。 FeNCa はソニー巧式を社の登録商標です。 

参^は、フエ U カネットワークス株式を社の登録商標です。 

• QR コードは株式会社デンソーウてープの登録商標です。 



参 Copyright ( C ) 2013 DigiOn , Inc . All rights reserved . |||^ 
デジオン、 DigiOn . DiXiM は、株式会社デジオンの登録 gf ™ 
商標です。 


• StationMobile ® は株式会社 
ビクセラの登録商標です。 


Station 


W/obile 


参 Microsoft ®, Windows®、Windows Media®、Windows Vista ®、 
PowerPoint ® は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその 
他の国における商標または登録商標です。 

参 Microsoft Excel , Microsoft Word は、米国の Microsoft 
Cor 阳 ration の商品名巧です。本書では Exce し Word のように表 
記している場合びあります。 

♦本書では各 0 S (曰本語版）を次のよラに略して表記しています。 

- Windows 目は、 Microsoft ® Windows ® 8および Microsoft ® 
Windows ® 曰 Pro の腔です。 

- Windows 7は、 Microsoft ® Windows ® 7 ( Starter . Home 
Basic、Home Premium 、 Professiona し Enterprise 、 
Ultimate ) の陪です。 

- Windows Vista は 、 Windows Vista ® (Home Basic、Home 
Premium . Business , Enterprise 、 Ultimate ) の略です。 

- Windows XP は、 Microsoft ® Windows ® XP Professional 
operating system または Microsoft ® Windows ® XP Home 
Edition operating system の暗です。 

• ドルビーラボラト u —スからの実施権に基づさ製造さ： n ています。 
Dolby . ドルビー巧びダプル D 記号はドルビーラボラト U - ズの商標 
です。 

•「1)0新丸二(」は、株式会社モ U サワよ0提供を受けてお0、フオン 
トデータの善作権は同社に帰属します。 

• A 0 SS ™ は株式会社バッファ□-の商標です。 


(拳) 





• OBEX ™ は 、 Infrared Data Association ® の商標で 
す。 



が MHL 


参 MHL およぴ MHL □コは、 MH し LLC の 
商標または登録商標です。 

• 「ぴったりボイス」「あわせるボイス」 r 警カット」「プライバシーモー 
ド」 は富±通株式を社の登録商標です。 


参 DLNA ®、 DLNA □コおよび DLNACERTI 円 EQT いは 、 Digital 
Living Network Alliance の商標です。 

DLNA ®. the DLNA Logo and DLNA CERTIFIED ™ are 


trademarks , service marks , or certification marks of the 


Digital Living Network Alliance . 

本機の DLNA 認围は富 ± 通モ / f イルコミュニケーシヨンス巧式を社 
び取得しました。 

参 aptX は CSR pic . の商標です。 

• rmilockj は才ーセンテック株式会社の登録商標です。 

参ビューンおよび VIEWN のる称、□コは株式会社ビューンの商標で 
す。 

参ニコニコ動画は株式会社ニワンコの登録商標です。 ◎ niwango , inc . 

• GREE および GREEDII は、グ U —巧式を社の登録商標です。 

参 Mobage および Mobage □コは、株式会社ディー-エヌ-エーの登 
録商標または商標です。 

参「く一まん」はな式会社ドラコーュニケーシヨンスの登録商標です。 
• その他、本書に記載されているを社るおよび製品ちは、ち社の商標 
または登録商標です。 


[そ〇化 ] 

• 本製品は、 MPEG -4 Visual Patent Portfolio License にきづきラ 
イセンスされており、お客様び個人的かつ非営利目的においてしソ下 
に記載する場合においてのみ使用することび認められています。 

- MPEG -4 Visual の規樹こ串拠する動画(し U 下、 MPEG -4 Video ) 
を記録する場合 

-個人的かつ営和ま動に従事していない消費ちによって記綠され 
rcMPEG -4 Video を再生する場合 
- MPEG - LA よ0ライセンスを受けた巧供音によ0提供された 
MPEG -4 Video を再生する場合フ□モーシ ヨン、 社巧用、営利 
目的などその他の用途に使用する場合には、米国法人 MPEG 
LA , LLC にお問い合わせ< ださい。 





参本製品は、 AVC ポートフォ U オライセンスに基づさ、お客様び個人 
的に、旦つ非商業的な使用のためにの AVC 規巧牵拠のビデオ化又 
下 「 AVC ビデオ」と記載します）を符号む:するライセンス、および 
/または川） AVC ビデオ（個人的で、且つ商業的る動に従事して 
しのいお客様により符号化さむた AVC ビデオ、および/または AVC 
ビデオを提供することについてライセンス許語されているビデオプ 
□バイダーから入手した AVC ビデオに限ります）を復号するライセ 
ンスび許語されてお0ます。その他の使用については、嚴示的にち 
一切のライセンス許諾びされてお0ません。さらに詳しい情報につ 
いては 、 MPEG LA , LLC から入手できる可能性びあ0ます。 
http :// www . mpegla.com をご参照ください。 

参本製品は、 VC -1 Patent Po け folio License に基づき、お習様び個 
人的に、且つ非商業的な使用のためにの VC -1 規巧準拠のビデオ 
(し: TF 「 VC -1 ビデオ」と記載します）を符号化するライセンス、お 
よび/または川） VC -1 ビデオ（個人的で、旦つ商業的ま動に従事 
していないお客様により巧号化された VC -1 ビデオ、および/または 
VC -1 ビデオを巧供することについてライセンス許詰さむているビ 
デオプ□バイダーか5入手した VC -1 ビデオに限0ます）を復号する 
ライセンスび許諾されております。その他の使用については、黙お 
的にち一切のライセンス許詰びされておりません。さ5に巧しい情 
報については 、 MPEG LA , LLC から入手でをる可能性びあります。 
http :// www . mpegla.com をご参照ください。 


才ープンソースソフ トウ I ア 

• 本製品には 、 Apache License V 2.0 にきヴをライセンスされるソ 
フトウエアに当社びが要な改変を巧して使用しております。 

• 本製品には 、 GNU General Public License ( GPL)、GNU Lesser 
General Public License ( LGPL )、 その他のライセンスに基づく 
ソフトウエアび含まれてお0ます。 

ライ t ンスに関する f 羊細は、ホーム画面で g — r 本体設定」一 
r 端末情報」一「法的情報」—「オープンソースライセンス」をご参 
照 < ださい。 

参本製品で使用している才ープンソースソフトウエアのソースコード 

は 、 GPL ( http :// www . gnu . org / licenses / old - licenses / gpl - 
2.0. html ) 、 （ http :// www 名 nu . org / licenses / gDl - 3.0 . html ) 、 
LGPL ( http :// www . gnu .0 rg / licenses / lgpl -2 .l . html)、EPL 
( http :// www . eclipse . org / legal / epl-v 1 O . html ), MPL ( http :// 
www . mozilla . org / MPL / MPL - l .1. html)、CPL ( http :// 
www . eclipse . org / legal / cpl-v 1 O . html ) の規定に従い開示してお 
ります。 

言羊細については UTF のサイトの本製品に関する情報をご参照くださ 
し、。 

http :// spf . fmworld . net / fujitsu / c / develop / sp / android / 
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携帯電話煤の比の収率 ( SAR ) にご 
し、て 


この機種201 F の携帯驾話撒ま、国び定めた里波の人体吸収に関する巧 
術基幸に適合しています。 

この技術基準*1は、人体頭部のそばで使用する捐帯覃話機などの無線 
機器から送出される里波び人間の涅康に影誓を及ぼさないよラ、科学的 
根拠に基づいて定められたちのであり、乂巧側頭部に吸収される星波の 
平均エネルギー量を表す比の収率 ( SAR : Specific Absorption Rate ) 
について、これび 2 W / kg *2 の許容値を超えないこととしています。こ 
の許容植は、使用ちの年齢や身体の大ささに関係なく十分な安全率を含 
んでお0、世界な健機関 ( WHO ) と協力関係にある国際が電離放射線 
防量委員会り CN 旧 P ) び示した国際的なガイドラインと同じ値になっ 
ています。 

この携帯里話機吕01 F の SAR は 0.4 已 3 W / kg です。 

この値は、国び定めた方法にがい、損帯里話機の送信呈力を最大にして 
測定された最大の値です。 

個々の製品によって SAR にをがの差異び生じることをありますび、い 
ずれち許容値を満足しています。また、携帯空話機は、携帯里話基地局 
との通信に必要な最低限の送信巧力になるよラ設計されているため、実 
際に通話している状態では、通常 SAR はよりルさい値となります。 

側頭部しソかの位置でご使用になる場合 

この携帯電話機は、側頭部 LU 列の位置でち使用可能です。キサリング 
ケース等のアクセヴ IJ をご使用になるなどして、身かから1 .0 センチしソ 
上離し、かつその間に金属（部分）び含まむないよラにすることで、こ 
の携帯涅話機は里波防護の国際ガイドラインに適合します*3。 
世界保健機関は、 r 携帯涅話び道な的な健康 IJ スクをちたらすかどラか 
を評価するために、これまで20年しソ上にわたってを数の研究び巧われ 
てきました。今日まで、携帯里話使用によって生じるとさむる、しかな 
る提康影響ち届立されていません。』と表明しています。 

SAR について、さ5に詳しい情報をお巧0にな D たい場合は、下記の 
ホームページをご参照<ださい。 

総務省のホームページ 

http://www.tele.soumu.go.jP/j/sys/ele/index.htm 
一般社団法人里波産業会のホームぺージ 
http://www.arib-emf.org/index02.html 


巧術基準については、電巧法関連省令（お綜設備規則第 14 をの 2 ) で扇 
定立れています。 

《 2 平成 9 年に（旧）郵政省電気通信技術ま蒙会によ D 答申された「電波巧量 
指が J に規定されています。 

《 3 携帯電話磯本巧を脚頭部しソかでご使用になる場合の SAR の測定まについ 
ては、平成 22 年 3 月に国際規格 （ EC 62209 -2) び制定されました。国 
の技術基準については . 平成 23 年 10 月に情お通信ま議会よ D 答申されて 
います。 
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里波ばく露の影誓に関する情報として、米国連邦通信委員会 （ FCC ) の 
基準および欧州における情報を掲載しています。詳删ま「米国連邦通信 
委員会 （ FCC ) の里波ば< 露の影響に関する情報」「欧州における里波 
ばく露の影*に関する情報」をご参照ください。 


r 米国連巧ほ信蚕員を （ FCC ) の電巧ば< 露の露 
響に関する情報 J 

米阳運邦巧だ委白.会の指針は、独立した科学機関び定期的かつ周到に巧 
学的研究を巧った粗果策定さむた基華に基ヴいています。この許容値 
は、使用者の年齢や梗康状態にかかわらず十分に安全な1度となっていま 
す。携帯里話機から送出される运波の乂かに対する影誓は、比吸収率 
( SAR : Specific Absorption Rate ) という単位を用いて測定します。 
FCC でをめらむている SAR の許容値は、1 .6 W / kg となっています。 
測定試験は機種ごとに FCC び定めた位置で実施さむ、下記のとお0に 
従って身かに装着した場合は0.已1 3 W / kg です。 

身体装着の場合：この携帯里話機201 F では、一般的な携帯里話の装着 
法として身体か！51 .0 センチに距離を保ち捐帯覃話機の背面を身体に 
向ける位置で測定試験を実施しています。 FCC の里波ばく露要件を満た 
すためには、身体から1 .0 センチの距離に携帯涅話を固定できる装身具 
を使用し、ベルトク U ップやホルスターなどには金属部品の含まれてい 
ないちのを還んでください。上記のを件に該当しない装身具は、 FCC の 
里波ばく露要件を満たさない場合をあるので使巧を避けてください。 

比吸収率 （ SAR ) に関するさらに巧しい情報をお知りになりたい場合 
は下言己のホームページを養照して < ださい。 

FCC Radio Frequency Safety (巧夕のみ） 
http :// transition . fcc . gov / oet / rfsafety / 

r 欧州における電波ば<露の該智に関する情巧 J 

この携帯蛋話機201円ま無線送受信機器です。本品は国際指針の推奨す 
る空波の許容値を超えないことを51認しています。この指針は、独立し 
た辛斗学機関である国際非蛋離巧射緑防護委員会（に N 旧 P ) び策定した 
ちのであ D 、 その許容値は、使用ちの年齢や涵康状態にかかわ5ず十分 
にち全な植となっています。 

損帯覃話機から送出される涅波の人かに巧する影響は、比吸収率 ( SAR : 
Specific Absorption Rate ) という単をを用いて測定します。 

損帯機器における SAR の許容値は 2 W / kg で、身体に装着した場合の 
SAR の最高値は0.378 W / kg です。 

SAR 測定の際には、送信お力を最大にして測定するため、実際に通話 
している巧態では、通常 SAR はよりルさい個となります。これは、携 
帯里話機は、通信に必要な最ほ限のを信里力で基地局との通信を巧ラよ 
ラに設計されているためです。世界保健機関は、携帯機器の使用に関し 
て、現在の科学情報では人体への悪影誓は確認されていないと表巧して 
います。また、涅波の影響を抑えたい場合には、通話時間を短くするこ 
と、または携帯里話機を頭部や身体から離して使用することび出来る八 
ンズフ IJ 一用機器の利用を巧奨しています。 

さらに詳しい情報をお知0になりたい場合には世界イ呆健機関のホーム 
ページをご養照 < ださい。 
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世界保健機関（巧夕のみ） 
http :// www . who . int/emf 

SoftBank スマートフ オン 各機種の里波比の収率 ( SAR ) -覧はこちら 
http :// mb . softbank . jp / mb / smartphone / support / product / 
sar.html 


Gensral Notes 


Electromagnetic Safety 

For body-worn operation , this phone has been tested and 
meets RF exposure guidelines when used with accessories 
containing no metal , that position handset a minimum of 15 
mm from the body . Use of other accessories may not ensure 
compliance with RF exposure guidelines . 

FCC Notice 

• This device complies with part 1 已 of the FCC Rules . 
Operation is subject to the following two conditions : 

(1) This device may not cause harmful interference , and 
(吕 ） this device must accept any interference received , 
including interference that may cause undesired operation . 

• Changes or modifications not expressly approved by the 
manufacturer responsible for compliance could void the 
user's authority to operate the equipment . 

• The device complies with 1 己. 20 已 of the FCC Rules . 

Note: 

This equipment has been tested and found to comply with the 
limits for a Class 日 digital device , pursuant to part 1 己 of the 
FCC Rules . These limits are designed to provide reasonable 
protection against harmful interference in a residential 
installation . This equipment generates , uses , and can radiate 
radio frequency energy and , if not installed and used in 
accordance with the instructions , may cause harmful 
interference to radio communications . 

However , there is no guarantee that interference will not occur 
in a particular installation . If this equipment does cause 
harmful interference to radio or television reception , which can 
be determined by turning the equipment off and on , the user is 
encouraged to try to correct the interference by one or more 
of the following measures : 

- Reorient or relocate the receiving antenna . 

- Increase the separation between the equipment and 
receiver . 

- Connect the equipment into an outlet on circuit different 
from that to which the receiver is connected . 

- Consult the dealer or an experienced radio/TV technician 
for help and for additional suggestions . 
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RF Exposure Information/Specific 
Absorption Rate * ( SAR ) Information 

This mobile phone 20 IF meets the MIC ' s **" technical 
regulation for exposure to radio waves . 

The technical regulation * established permitted levels of radio 
frequency energy , based on standards developed by 
independent scientific organizations through periodic and 
thorough evaluation of scientific studies . 

The regulation employs a unit of measurement known as the 
Specific Absorption Rate , or SAR . 

The SAR limit is 2 watts/kilogram ( W / kg ) ** averaged over ten 
grams of tissue . 

The limit includes a substantial safety margin designed to 
assure the safety of all persons , regardless of age and health . 
The value of the limit is equal to the international guidelines 
recommended by に NIRP *****. 

The highest SAR value for this mobile phone is 0.443 W/kg 
when tested for use at the ear . 

While there may be differences between the SAR levels of 
various phones and at various Dositions , all phones meet MIC s 
technical regulation . 

Although the SAR is determined at the highest certified power 
level , the actual SAR of the phone during operation can be well 
below the maximum value . 

Use at positions other than at the ear 

This mobile phone may be used at positions other than at the 
ear . By using an accessory such as a belt clip holster that 
maintains a 1.0 cm separation with no metal ( parts ) between 
the body and the mobile phone , this mobile phone will comply 
with international guidelines for radio wave protection (***). 

The World Health Organization has announced that "A large 
number of studies have been performed over the last two 
decades to assess whether mobile phones pose a potential 
health risk . To date , no adverse health effects have been 
established as being caused by mobile phone use ." 

For more information about SAR . see the following websites : 

• Ministry of Internal Affairs and Communications ( MIC ) 
httpy / www . tele . soumu . go . jp / e / sys / ele / body / index.htm 

• Association of Radio Industries and Businesses ( ARIB ) 
http :// www . arib - erTrf . 0rg / indexO2 . hl:ml ( Japanese ) 

* The technical regulation is provided in Article 14-2 of the 
Ministry Ordinance Regulating Radio Equipment . 
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** Provided for in ‘ Radio-radiation protection guidelines ’, 
reported in 1997 by the Telecommunications 
Technology Council , Ministry of Posts and 
Telecommunications . 

*** A method of measuring SAR when a mobile phone is used 
at positions other than at the ear was established in 
March 2010 through an international standard 
( IEC 62 吕 09-2). りに technical regulation was reported in 
October 2011 by the Information and Communications 
Council . 

**** Ministry of Internal Affairs and Communications 
***** International Commission on Non-Ionizing Radiation 
Protection 

Standards of the Federal Communications Commission ( FCC ) of 
the U . S . Government and information from the E . U . are given as 
information relating to RF exposure . For details , see "FCC RF 
Exposure Information " and 'European RF Exposure Information ". 

FCC RF Exposure Information 

Your handset is a radio transmitter and receiver . It is designed 
and manufactured not to exceed the emission limits for 
exposure to radio frequency ( RF ) energy set by the Federal 
Communications Commission of the U . S . Government . 

The guidelines are based on standards that were developed by 
independent scientific organization through periodic and 
thorough evaluation of scientific studies . The standards 
include a substantial safety margin designed to assure the 
safety of all persons , regardless of age and health . 

The exposure standard for wireless handsets employs a unit 
of measurement known as the Specific Absorption Rate , or 
SAR . The SAR limit set by the FCC is 1.6 W / kg . The tests are 
performed in positions and locations ( e . g . at the ear and worn 
on the body ) as required by the FCC for each model . 

The highest SAR value for this model handset as reported to 
the FCC when tested for use at the ear is 0.443 W / kg , and 
when worn on the body in a holder or carry case , is 0 .已。 W / 
kg . 

Body-worn Operation ; This device was tested for typical body - 
worn operations with the back of the handset kept 1.0 cm 
from the body . 

To maintain compliance with FCC RF exposure requirements , 
use accessories that maintain a 1.0 cm separation distance 
between the user's body and the back of the handset The use 
of beltclips , holsters and similar accessories should not 
contain metallic components in its assembly . 

The use of accessories that do not satisfy these requirements 
may not comply with FCC RF exposure requirements , and 
should be avoided . The FCC has granted an Equipment 
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Authorization for this model handset with all reported SAR 
levels evaluated as in compliance with the FCC RF emission 
guidelines . SAR information on this model handset is on file 
with the FCC and can be found under the Display Grant section 
of http :// www . fcc . gov / oet / ea / after searching on FCC ID 
YUW -201 F . 

Additional information on Specific AbsorptionRates ( SAR ) can 
be found on the FCC website 
at http :// transition . fcc . gov / oet / rfsafety / 

European RF Exposure Information 

Your mobile device is a radio transmitter and receiver . It is 
designed not to exceed the limits for exposure to radio waves 
recommended by international guidelines . These guidelines 
were developed by the independent scientific organization 
ICNIRP and include safety margins designed to assure the 
Drotection of all persons , regardless of age and health . 

The guidelines use a unit of measurement known as the 
Specific Absorption Rate , or SAR . The SAR limit for mobile 
devices is 2 W/kg and the highest SAR value for this device 
when tested at the ear was 0.562 W / kg *. As mobile devices 
offer a range of functions , they can be used in other positions , 
such as on the body as described in this User Guide **. In this 
case , the highest tested SAR value is 0.378 W / kg ***. As SAR 
is measured utilizing the devices highest transmitting power 
the actual SAR of this device while operating is typically below 
that indicated above . This is due to automatic changes to the 
power level of the device to ensure it only uses the minimum 
level required to reach the network . 

The World Health Organization has stated that present 
scientific information does not indicate the need for any 
special precautions for the use of mobile devices . They note 
that if you want to reduce your exposure then you can do so 
by limiting the length of calls or using a hands-free device to 
keep the mobile phone away from the head and body . 

* The tests are carried out in accordance with international 
guidelines for testing . 

** Please see Electromagnetic Safety on P .41 for important 
notes regarding body worn operation . 

*** A method of measuring SAR when a mobile phone is used 
at positions other than at the ear was established in March 
2010 through an international standard ( lEC 目吕吕 09-2). 
MIC technical regulation was reported in October 2011 by 
the Information and Communications Council . 
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World Health Organization 
http :// www . who . int/emf 

List of Specific Absorption Rates ( SAR ) for radio waves by 
smartphone model 

http :// mb . softbank . jp / mb / smartphone / suppart / product / 
sar.html ( Japanese ) 

Warning 

This device have been tested to comply with the Sound 
Pressure Level requirement laid down in the applicable EN 
50332-1 and/or EN 已0332 -2 standards . Permanent hearing 
loss may occur if earphones or headphones are used at high 
volume for prolonged periods of time . 

Prevention of Hearing Loss 

Warning statement requirement under EN 60950-1 :A 1 吕. 

A Warning : To prevent possible hearing damage , do not 
listen to high volume levels for long periods . 


お証番号にごいて 


本機のご利用にあたっては、交換機用暗証番号（発着信規 
制用暗証番号）び必要になります。 

ご契約時の4おの暗証ま号で、オプシヨンサービスを一般電 
話から操作する場合や、インターネットの有料情報申し込 
みにお要なま号です。 


交換糖用暗証番号（発着信規制用暗証香号）はおちれになら 
ないようにごま意ください。万一お忘れになつた場合は、巧 
定の手続をび必要になります。詳しくは、お問い合わせ先 
(一 P .52) までご連絡ください。 

交換機用 Si 証番号（発着信規制用暗証番号）は、他人に知ら 
れないようにごを意ください。他人に知られ悪用されたとさ 
は、その損害について当社は責任を負いかねますので、あら 
かじめご了承 < ださい。 

入力を3回続けて間違えると、発着信規制サービスの設定変 
夏びできなくなります。この場合、交換機用暗証番号镜着 
信規制用暗証番号）の変更び必要とな D ますので、ごを意く 
ださい。詳しくは、お問い合わせ先（一 P .52) までご連絡 
<ださい。 

しソ前、携帯電話から発着信規制用暗証番号を変更されたお客 
様は、発着信規制を設定する賴に、その変更された番号を入 
力して < ださい。 
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PIN コード設定 


PIN コードとは、 USIM 力ードの4〜 8 巧の暗証ま号です。 
第兰ちによる本機のお断使用を防ぐために使用します。 
お買い上げ時は、「9999」に設定されています。 


. PIN コードの入力を3回続けて間違えると、 PIN □ック状態 
になります。その際は、 PIN □ック解除コード （ PUK コー 
ド）び必要とな D ます。 

• PIN □ック解除コードについては、お問い合わせ先（一 
P .52) までご連絡< ださい。 

. PIN □ック解除コードを10回間違えて入力すると 、 USIM 
カードび□ックされ、本機び使用でをなくな D ます。その際 
には、ソフトバンクショップにて USIM カードの再発行（有 
償）び必堅にな0ます。 


PIN コードを有効にする 

PIN コードを有効にずることで、 USIM 力ードを本機に取り 
付けた状態で電源を入れたとを、 PIN コードを入力する画面 
を表示するよラに言受定でをます。 

Q ホーム画面で g 一 r 本体設定 J 一「セキユ U テイ J 
一 rusiM 力ード□ツク設定 J 

已 「 USIM 力ードを□ツク J 一 PIN コードを入力一 rOKJ 

円 N コードををちする 

Q ホーム画面で S 一「本体設定 J 一「セキユ U テイ J 
一 rusiM 力ード□ツク設定 J 

@ rUSIMPIN の変更 J 一捐巧の円 N コードを入力一 

roKj 


§新しい円 N コードを入力一 rOKJ 一新しい円 N ]- 
ドを再度入力一 roKj 


円 N コードの変更は、 PIN コードを有効にしている場合のみ 
行元ます。 
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ソフトウェア更新 


ネットワークを利用して本機のソフトウェア更新び必要か 

どラかを確認し、自動または手動で更新びでさます。 

. ソフトウェア更新には時間びかかることびあります。更新 
び完了するまで、本機は使巧できません。 

.ソフトウェア更新は電池残量び十分ある状態で操作してく 
ださい。 

. ソフトウェア更新は電波状態のよいところで、移動せずに 
行って < ださい。 

.ソフトウェア更新中は、他の機能は操作できません。 

. 必要なデータはソフ h ウェア更新前にバックアップする 
ことをおすすめします（一部ダウン□ー ドしたデータなど 
は、バックアップでさない場合ちあります）。ソフトウェ 
ア更新前に本機に登録されたデータはそのまま残ります 
び、本機の状況（故障など）により、データび失われる巧 
能性びあります。データ消失に関しては、当社は責任を負 
いかねますので、あらかじめご了承<ださい。 

-ソフトウェアび更新された後で、自動的に次の更新用ソフ 
トウェアのダウン□—ドび開始される場合びあります（連 
続更新)。 

. ソフトウェア更新に失敗したときや中止されたときは、ソ 
フトウェア更新を実斤し直してください。 

.国際ング中は、ご利用になれません。 

. ソフトウェア更新中は絶対に電池パックや USIM 力ード 
を取り外したり、電源を切らないで<ださい。更新に失敗 
することびあ D ます。 

-ソフトウェア更新に失敗すると、本機び使用できなくなる 
ことびあります。その場合はお問い合わせ先 （^ P .52) 
までご連絡 < ださい。 

ソフトウエアを自動でを巧ずる 

Wi-Fi (無撼 LAN ) 通信を利巧して、更新ファイルを自動で 

ダウン□—ドしまず。 

Q 更新ファイルの情報を受信 

自動で更新ファイルのダウン□ー ドが開姑されます。 

@ま意事項の内容を確認一 r 了承しました J にチェック 
を入れる 




0 r 今ずぐ更新」 

ソフトウェア更新を実行します。 


•手動 


でソフトウェア更新を行う場合は、ホーム画面で 
_ 「本体設定」一「端末情報」一「ソフトウェア更新」 
をタップします。 

• ソフトウェア更新後に再起動しなかつたとさは、電池バック 
を取0がし、再度取0付けてから電源を入れ直すか、(長巧 


し）一「再起動」をタップして<ださい。それでち起動しな 
いときは、ソフトバンクの故障受付 (- P .52) にご相談く 
ださい。 


保証と アフターサー ビス 


L 保証について J 

本機をお買い上げいただいた場合は、保証書び付いており 
ます。 

. お買い上げちち、お買い上げ曰をご確認ください。 
•内容をよ<お読みのラえ、大切に保管して<ださい。 
•保証期間は、保証書をご覧<ださい。 


本機の故障、誤動作またはす具合などによ D 、 通話などの機 
会を逸したために、お客樣、または第兰者び受けられた損害 
につきましては、当社は責任を負いかねますのであらかじめ 
ご了承 < ださい。 

故廣または修理によ0、お客様が登録/設定した内容び消失 
/変化する場合びありますので、大切な電話帳などは控えを 
とつておかれることをおすすめします。なお、故障または修 
巧の廣に本機に登録したデータ（連絡先/音楽/静止画/動 
画など）や設定した巧容び消失/変化した場合の損害につさ 
ましては、当社は責任を負いかねますのであらかじめご了承 
くださし、。 

本機を分解/改造すると、電波法にふれることびあ0ます。 
また、改造された場合は修理をお引き受けできませんので、 
ごを意 < ださい。 
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ア フターサー ビスについて 

修理を依頼される場を、お問い合わせ巧（一 P . 巳 2) または 
最寄りのソフトバンクショップへご相談ください。その際、 
でさるだけ詳し<異常の状態をお聞かせ<ださい。 

. 保証期間中は保証書の記載内容に基づし、て修理し、たします。 
-保証期間禮の修理につきましては、修理により磯能び維持 
でさる場合は、ご票望によ0有償修理いたします。 


アフターサービスについてご不明な点は、最寄 D のソフトバ 
ンクショップまたはお問い合わせ先（一 P . 己 2) までご連絡 
ください。 


任用な料 


S01F 本巧 


使用箇所 

巧質 

表面化理 

ディスプレイパネ J レ 

強化ガラス 

AF コーテ イン 
グ 

巧装ヶース 

フ□ント 
ヶース 

PA - GF 樹脂 

アク U ル系 UV 
硬化塗装処理 


フ□ント 
ケースビー 
ス 

PC + ABS 樹 
脂 

アクリル系 UV 
硬化塗装赃理 


トップ化巧 
バーツ让 
面 2 箇所） 

PC - GF 測旨 

アク U ル系 UV 
硬化塗装赃理 


ポトム化巧 
バーツ（お 
面） 

PC - GF 測旨 

アク U ル系 UV 
硬化塗装赃理 


U ァヶース 

PC - GF 測旨 

す連続蒸着+ア 
ク U ル系 UV 硬 
化塗装処 S 


電池 カバー 

PC - GF 測旨 

アク U ル系 UV 
硬化塗装処理 


電池 カバー 
イン ナー 

エラストマー 
樹脂 

なし 

1 レシーバメッシュ 1 

ステンレス鋼 

黒塗装 
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1 使用箇所 1 

巧質 

き面圏 

ワンセグ/ 
FM トラン 
ス5ッタ用 
アンテナ 

アンテナ巧 

端部 

PC + ABS 樹 
脂 

不連続蒸着+ア 
クリル系 UV 硬 
化塗装処巧 

バイプ部 

ステンレス鋼 

なし 

根元屈。部 

ニッケルチタ 
ン合金 

なし 

根元回面部 
(上側） 

ステンレス鋼 

ニッケルメツキ 

根元回車云部 
(下側） 

ステンレス鋼 

ニッケルメツキ 

カメラ/(ネ 
ル 

/( ネル 

アク1」ル樹脂 

アク U ル系 UV 
硬化塗装処理 

リング 

pcmm 

アク U ル系 UV 
硬化塗装処理 

サイドキー 

電源 キー 

PC 樹脂 

不連続蒸着+ア 
ク U ル系 UV 硬 
化塗装処理 

音量大/ル 

キー 

PC 樹脂 

不連続蒸着+ア 
クリル系 UV 硬 
化塗装処理 

外部接続端子コネクタ 
キャップ 

PC 樹脂+ポ 

U エステル系 
エラストマー 
樹脂 

不連続蒸着+ア 
ク U ル系 UV 硬 
化塗装処理 

イヤホンジャック 

PA 刪旨 

なし 

ホ巧線バネル 

アク IJ ル樹脂 

アクリル系 UV 
硬化塗装処理 

フラッシュパネル 

アク1」ル樹脂 

アク U ル系 UV 
硬化塗装処理 

巧電端モ 

LCP 測旨+ス 
テンレス銅 

金^ッキ 

指紋センサー 

フレキシブル 
プ IJ ント基板 

なし 
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耍おバック (FMBAB1) 


巧用箇所 

巧質 

表面化理 

電池/(ック本体 

PC 翻旨 

なし 

端子部 

銅 

金^ッキ 

ラベル 

PET 

黒色卽刷义宇 


卓上ホルダー （FMEAA1) 


1 巧。箇所 1 

材質 

表面処巧 

巧装ヶース 

上ケース 

ABS 剛旨 

なし 

下ケース 

ABS 樹脂 

なし 

フ□ントフック 

POM 樹脂 

なし 

サイドフック 

POM 樹脂 

なし 

巧電端モ 

端子 レバー 

POM 樹脂 

なし 

接点部 

C5191W-H 

金メッキ 

_1 

PORON 

なし 


AC アダプタ (FMCAB1) 


1 使巧箇所 1 

巧。材質 

表面処理 

AC アダプタ本体 

本体樹脂部 

PPE 

なし 

電源プラグ樹脂部 

PBT 

なし 

電源プラグ患属部 

黄銅 

ニッケル 
メッキ 

裝造番号ラベル 

PET 

黒色印刷 
义字 

USB ヶープル（被覆、 USB プラグ、 
microUSB プラグ） 

難燃 
PVC 

なし 
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お困りのとをや、ご不明な点などびございましたら、お気 
軽に下記お問い合わせ窓□までご連絡ください。 

電話番号はお間違いのないよラおかけください。 

■ ソフトバンクカスタマーサポート 
総合案内 

ソフトバンク携帯電話か日157 (無料） 

—般電話から ©0800-919-0157 (無料） 

紛失*故障受付 

ソフトバンク携帯電話か日113 (無料） 

—般電話から ©0800- 日 19-01 13 (無料） 

IP 電話などでフ I 」ーコールび繫びらない屬合は、恐れ入り 
ますび下記のま号へおかけ<ださい。 


ま日本地域 

〇吕吕 -3 召 0-4380 (有料） 

まミ毎地域 

〇已吕 -3 扫8-吕00吕（有料） 

関西地域 

0巨-76日白-0180 (有料） 

中国•四国•九州•沖縄地域 

0白吕-巨 87-00 10 (有料） 


■ スマートフオンテクニカルサポートセンター 
スマートフ オンの操作案内はこちら 
ソフトバンク携帯電話か S 1已1(無料） 

—般電話か 6 ©0800-1700-151 (瓶科） 


■ ソフトパンクモパイル国際コールセンター 

海别からのお問いをわせおよび盗難-紛失のご連絡 

+81-3-5351-3491 

馆料、ソフトパンク携帯電話か6は無料） 
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